
人のうごき
（21．7．1 現在）

世帯数�10,150� 10
人　口�23,256� －10
 （男）� 10,946� 0
 （女）� 12,310� －10

6 月 中 の
異動状況

出生�11
死亡�27
転入�48
転出�42

今月の主な内容
●イベント情報
●市議会だより
●文教センターだより
●8020運動

 
・・・・・・・・・・・・・・8
・・・・・・・・・9～15

・・・16～17
・・・・・・・・・・・・・・・24

「宿毛自然紀行」　第5回　大藤島　文章は17ページです。

浜萓草（ハマカンゾウ）

北側のテントサイト島の西南に見られる崖

2 0 0 92 0 0 9
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②

市 営 定 期 船 時 刻 表

1便発着時刻

臨時便発着時刻

2便発着時刻

片 島

７：００

１０：４０

１４：３０

母 島

８：３５

１１：３０

１５：２０

弘 瀬

８：２０

１１：４５

１５：３５

鵜来島

７：５０

－

１６：０５

片 島

９：２５

１２：５０

１６：５５

１０８７６４３２

１

街区公園3号

肉処 和
宿毛店

なんかいリカー

済

 山
本

化
粧

品
店

桜町・藻津線

駅東１号線

高知新聞
宿毛支局

Tanimoto
Hair For Men
Tanimoto
Hair For Men

11-6
11-5

11-4

11-2
11-1

画 地

１１－１

１１－２

１１－４

１１－５

１１－６

面積（坪）

６０

５０

５０

８４

５０

画 地

１

２

３

４

６

面積（坪）

９９

９７

６０

５０

７８

画 地

７

８

１０

面積（坪）

６０

６０

９９

用途地域：近隣商業

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
改
正

　
高
知
県
で
は
少
子
化
対
策
の
一

環
と
し
て
、
７
月
１
日
よ
り
「
市

町
村
民
税
課
税
世
帯
の
第
３
番
目

以
降
の
就
学
前
の
幼
児
」
（
以
降
対

象
幼
児
）
に
対
す
る
医
療
費
の
助

成
を
実
施
し
ま
す
。

　
既
に
宿
毛
市
で
は
小
学
校
卒
業

ま
で
の
医
療
費
の
助
成
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
対

象
幼
児
の
受
給
者
証
が
変
更
に
な

り
ま
す
。
事
前
に
公
簿
等
で
確
認

が
で
き
た
対
象
幼
児
に
つ
い
て
は

保
護
者
の
方
に
新
た
に
受
給
者
証

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
対
象
幼
児

が
お
ら
れ
る
方
で
、
新
た
な
受
給

者
証
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
保
護

者
の
方
は
、
福
祉
事
務
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
他
の
医
療
費
助
成
を
受

け
て
い
る
幼
児
は
該
当
に
な
り
ま

せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

日
曜
・
遺
言
等
公
証
法
律
相

談
　
８
月
は
左
記
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

日
　
時

　
８
月

１６
日

（日）

　
９
時
〜

１７
時
（
一
組
約

５０
分
）

場
　
所

　
中
村
公
証
役
場

（
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
６
丁
目

３
―

７
第
１
と
ら
や
ビ
ル
４
階
）

相
談
内
容

遺
言
の
ほ
か
、
相
続
、
金
銭
・

不
動
産
の
賃
貸
、
離
婚
に
伴
う

養
育
料
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
、

高
齢
者
等
の
財
産
管
理
　

な
ど

相
談
担
当
者

 
高
知
地
方
法
務
局
所
属

 
中
村
公
証
役
場
公
証
人

相
談
料
　

　
無
 

料

※
相
談
は
予
約
制
で
す
の
で
、
事

前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

 
中
村
公
証
役
場

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
７
２
８

今
月
の
行
政
相
談

日
　
時

　
８
月

１８
日

（火）

　
１３
時
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
３

　
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

 
松
岡
陽
一

 
平
田
町
戸
内
１
０
５
０
―

１
１

　
蕁
６
６
―

０
１
１
０

　
福
田
延
治

 
小
筑
紫
町
小
筑
紫
２
７
２

　
蕁
６
７
―

１
７
７
８

※
相
談
は
各
委
員
の
自
宅
や
電
話

で
も
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
総
務
係

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

市
営
定
期
船
臨
時
便
の
お
知

ら
せ

　
沖
の
島
定
期
航
路
で
は
、
左
記

の
期
間
、
定
期
の
１
便
と
２
便
の

間
に
臨
時
便
を
運
航
し
ま
す
。

　
帰
省
や
レ
ジ
ャ
ー
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

臨
時
便
運
航
期
間

　
８
月

１１
日

（火）
〜
８
月

１７
日

（月）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課
離
島
振
興
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

宿毛駅東分譲地のご案内
宿毛都市計画事業宿毛駅東地区土地区画整理事業の「保
留地」１３区画（平成２１年７月１日現在）を分譲しています。

【問い合わせ先】　建設課都市計画係　蕁６３－１１２０

公
共
下
水
道
 

に
加
入
し
ま
し
ょ
う

宿
毛
市
水
道
課
 
蕁
6
3
｜

1
0
0
9

情

報

コ

ー

ナ

ー

8月

葉  月
August
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有料広告

ひまわり福祉タクシー

電話 65－0005　携帯 090－1952－6003

全3台体制で幅広くマルチに対応

日本
初 ストレッチャータクシー
宿毛に登場！

〈生体専用車〉点滴・酸素のままでの移動
もＯＫです。どうぞお問い合わせください。

ご予約を
優先します。

蘆
差
し
押
さ
え
た
土
地
を
公
売
し

ま
す
！

　
「
機
構
」
で
は
、
預
金
・
給
料
な

ど
の
債
権
や
テ
レ
ビ
・
家
具
な
ど

の
動
産
の
差
押
え
処
分
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
差
し
押

さ
え
た
不
動
産
（
土
地
）
に
つ
い

て
８
月

２５
日

（火）
開
催
予
定
の
ヤ
フ

ー
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
売
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
今
回
は
土
地
を

対
象
と
す
る
予
定
で
す
が
、
今
後

は
現
に
お
住
ま
い
の
住
宅
等
も
公

売
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
「
機
構
」
は
税
の
公
平
を
守
る
た

め
、
各
市
町
村
の
税
務
担
当
課
と

も
協
力
し
て
、
納
税
の
意
思
を
示

さ
れ
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
は
財

産
の
差
押
え
や
公
売
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　
税
金
を
滞
納
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、「
機
構
」
移
管
前
は
担
当
す

る
市
町
村
税
務
担
当
課
ま
で
、「
機

構
」
移
管
後
は
「
機
構
」
ま
で
早

急
に
納
税
相
談
さ
れ
る
よ
う
お
勧

め
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　
租
税
債
権
管
理
機
構

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
３
０
１

エ
コ
ツ
ア
ー
で
楽
し
む

「
宿
毛
自
然
紀
行
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
発
売

　
ス
ワ
ン
Ｔ
Ｖ
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
放
送
さ
れ
ま
し
た
、
宿
毛
自
然

紀
行
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
全

１２
編
）
に
収

録
し
販
売
し
て
い
ま
す
。
奥
藤
や

鵜
来
島
の
自
然
な
ど
、
宿
毛
の
魅

力
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
ス
ワ
ン
Ｔ
Ｖ

　
蕁
６
２
―

０
８
８
８

主
な
選
考
基
準

〔
市
政
功
労
者
〕

宿
毛
市
の
産
業
、
経
済
、
教
育
、

文
化
等
の
各
分
野
の
振
興
と
発

展
に
多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ

る
方
　

な
ど

〔
善
行
者
〕

一
般
市
民
の
模
範
と
な
る
善
行

の
あ
っ
た
方
　

な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課
秘
書
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
租
税
債
権
管
理
機
構
の
取

組
み
に
つ
い
て

蘆
租
税
債
権
管
理
機
構
と
は

　
「
機
構
」
は
、
幡
多
地
域
６
市
町

村
で
構
成
す
る
幡
多
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
の
中
に
、
住
民
税
・

固
定
資
産
税
・
国
保
税
な
ど
年
々

増
加
す
る
滞
納
税
を
徴
収
す
る
専

門
組
織
と
し
て
、
昨
年
４
月
１
日

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
「
機
構
」
の

設
立
に
つ
い
て
は
、
６
市
町
村
の

議
会
の
承
認
を
受
け
、
さ
ら
に
県

知
事
の
認
可
も
受
け
て
い
ま
す
。

　
平
成

２０
年
度
は
６
市
町
村
か
ら

３
９
９
件
の
滞
納
案
件
の
移
管
を

受
け
、
１
億
４
５
０
０
万
円
余
を

徴
収
し
ま
し
た
。

児
童
扶
養
手
当
現
況
届

　
受
給
者
は
、
毎
年
８
月
に
現
況

届
を
提
出
し
、
８
月
以
降
の
受
給

資
格
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
届
出
が
な
い
と
８
月
以
降

の
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
８
月

１１
日

（火）
〜
８
月

２５
日

（火）

　
（
土
日
を
除
く
）

受
付
時
間

　
８
時

３０
分
〜

１７
時

３０
分

（
こ
の
期
間
、
時
間
に
来
ら
れ
な

い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

受
付
場
所

　
福
祉
事
務
所
　
社
会
児
童
係

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
児
童
扶
養
手
当
証
書

・
現
況
届

・
養
育
費
等
に
関
す
る
申
告
書

・
届
出
の
印
鑑

・
平
成

２１
年
１
月
１
日
現
在
、
宿

毛
市
以
外
に
住
所
を
お
い
て
い

た
方
は
、
そ
の
住
所
地
の
所
得

証
明
１
通

そ
の
他

　
受
給
者
に
よ
っ
て
は
諸
々
の
用

紙
を
別
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。（
用
紙
は
福
祉
事

務
所
に
あ
り
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

宿
毛
市
政
功
労
・
善
行
表
彰

候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
宿
毛
市
で
は
、
政
治
、
産
業
、
経

済
の
振
興
ま
た
は
教
育
、
文
化
の

向
上
そ
の
他
公
共
の
福
祉
に
関
し

て
な
ど
、
特
に
宿
毛
市
や
市
民
に

対
し
て
功
績
の
あ
っ
た
個
人
ま
た

は
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
該
当
者
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
８
月

２０
日

（木）
ま
で

に
企
画
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
、
提
出
書
類
や
詳
細
に
つ
い
て

の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
選
考
の
方
法
は
、
被
推

薦
人
を
選
考
委
員
会
で
審
議
の
う

え
決
定
し
ま
す
。

受
賞
者
の
範
囲

・
１
年
以
上
本
市
に
在
住
し
、
か

つ
住
民
登
録
の
届
出
を
し
て
い

る
方
（
団
体
は
別
）

・
宿
毛
市
民
以
外
の
方
で
特
に
宿

毛
市
に
功
労
が
あ
り
、
ま
た
市

の
大
き
な
名
誉
と
な
る
業
績
の

あ
っ
た
方

四
国
と
九
州
を
結
ぶ
 

宿
毛
フ
ェ
リ
ー

㈱
宿
毛
フ
ェ
リ
ー
 
蕁
6
2
｜

1
1
0
0



④

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

　
田
の
浦
小
学
校
内
に
植
え
て
い

る
棕
櫚
（
し
ゅ
ろ
）
の
木
の
枯
れ
た

葉
が
強
風
に
煽
ら
れ
落
下
し
、
児
童

に
危
険
が
及
び
そ
う
な
状
態
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
去
る
６
月
５

日
に
、
四
国
電
力
（株）
宿
毛
営
業
所

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
伐
採
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
も
安
心
し
て
学
校
生
活
を
お

く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
学
校
教
育
課

　
蕁
６
３
―

１
１
０
２

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｒ
ｅ
・

Ｂ
ｅ
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
）
の

ご
案
内

　
再
就
職
へ
の
道
の
り
を
計
画
的

に
考
え
て
い
く
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

　講
　
演

出
産
・
育
児
か
ら
再
就
職
へ
チ

ャ
レ
ン
ジ
！
「
あ
な
た
の
○
年

後
…
、
理
想
の
実
現
に
向
け
て
」

講
　
師

　
人
・
み
ら
い
研
究
所

　
代
表
　
筒
井
　
典
子
さ
ん

日
　
時

　
８
月
２０
日
（木）

　
１３
時
〜
１５
時

場
　
所

こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
「
ソ
ー
レ
」

　
高
知
市
旭
町
３
丁
目
１
１
５

対
象
者

　
再
就
職
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方

参
加
料

　
無
　
料

※
無
料
託
児
付
（
事
前
に
申
し
込

み
が
必
要
で
す
）
　

※
再
就
職
の
た
め
の
相
談
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
　

　【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（財）
２１
世
紀
職
業
財
団
高
知
事
務
所

　
薑
０
８
８
―

８
２
３
―

２
６
６
７

　
薨
０
８
８
―

８
２
３
―

２
５
４
０

主
な
内
容

１０
月
１０
日

（土）ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
歌
謡

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ダ

ン
ス
バ
ト
ル

　
　
１１
日

（日）ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
・
舞

踊
パ
レ
ー
ド
・
花
火
大
会
・

子
ど
も
み
こ
し
・
ス
ポ

ー
ツ
大
会
・
各
種
イ
ベ

ン
ト

　
　
１２
日

（月）
　

体
育
の
日

ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
ク
リ

ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

メ
イ
ン
会
場

　
松
田
川
親
水
公
園

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
定
し
だ

い
随
時
掲
載
し
ま
す
。

こ
ん
ぴ
ら
男
・
舞
踏
パ
レ
ー
ド

参
加
者
大
募
集
！

　「
市
民
祭
宿
毛
ま
つ
り
２
０
０
９
」

で
行
わ
れ
る
、
こ
ん
ぴ
ら
男
・
舞

踊
パ
レ
ー
ド
へ
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

こ
ん
ぴ
ら
男

　
金
刀
比
羅
宮
の
ふ
も
と
か
ら
皆

で
一
斉
に
駆
け
上
が
り
、
一
番
に

お
宮
ま
で
到
着
し
た
者
が
「
こ
ん

ぴ
ら
男
」
と
な
り
ま
す
。

　
時
　
　
間
　
１１
時
３０
分
ス
タ
ー
ト

　
参
加
資
格
　
男
性

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
祭
宿
毛
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
（社）
宿
毛
青
年
会
議
所

　
蕁
６
３
―

３
４
８
４

　
平
日
１０
時
〜
１５
時

舞
踊
パ
レ
ー
ド

　
参
加
人
数

　
　
１
団
体
３０
人
以
上

　
　
参
加
団
体
へ
の
助
成
金
あ
り

　
応
募
締
切

　
　
８
月
３１
日
（月）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
商
工
観
光
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
９

あ
な
た
の
看
板
は
大
丈
夫
で

す
か
？

〜
9
月
１０
日
、
違
反
広
告
物
を
一

斉
撤
去
し
ま
す
〜

　　
高
知
県
で
は
、
良
好
な
景
観
や

風
致
維
持
、
公
衆
に
対
す
る
危
害

の
防
止
の
た
め
、
屋
外
広
告
物
条

例
を
定
め
て
い
ま
す
。
９
月
１０
日

（木）
の
「
屋
外
広
告
の
日
」
に
、
県

内
一
斉
に
条
例
違
反
の
広
告
物
撤

去
と
、
ル
ー
ル
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
機
会
に
、
み
な
さ
ん

の
会
社
や
商
店
で
設
置
し
て
い
る

看
板
（
屋
外
広
告
物
）
が
ル
ー
ル

ど
お
り
か
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
前
に

飛
散
や
倒
壊
の
恐
れ
が
な
い
か
点

検
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

　
詳
し
く
は
高
知
県
庁
都
市
計
画

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

p
ref.k

o
ch
i.jp
/̃to
sik
ei/tk

-4
/

o
k
u
g
ai/in

d
ex
.h
tm
l

）
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、

幡
多
土
木
事

務
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
土
木
事
務
所
　
維
持
管
理
課

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

５
２
２
２

市
民
祭
宿
毛
ま
つ
り
2
0
0
9

乗
っ
て
残
そ
う
 

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱
 
蕁
0
8
8
0
｜
3
5
｜
5
2
4
0
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がっつ君カルちゃん 元気君

雇
用
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま

し
た

①
雇
用
保
険
の
適
用
の
拡
大

②
雇
止
め
と
な
っ
た
非
正
規
労
働

者
に
対
す
る
基
本
手
当
の
受
給

資
格
要
件
の
緩
和
と
所
定
給
付

日
数
の
拡
充

③
再
就
職
が
困
難
な
方
に
対
す
る

給
付
日
数
の
延
長

④
再
就
職
手
当
の
給
付
率
引
き
上

げ
及
び
支
給
要
件
の
緩
和

⑤
常
用
就
職
支
度
手
当
の
給
付
率

引
き
上
げ
及
び
支
給
対
象
者
の

拡
大

⑥
育
児
休
業
給
付
の
統
合
と
給
付

率
引
き
上
げ
措
置
の
延
長
（
平

成
２２
年
４
月
１
日
施
行
）

⑦
雇
用
保
険
料
率
の
引
き
下
げ
（
平

成
２１
年
度
分
に
限
る
）

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
ま
た
は
、
労
働
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
労
働
局
職
業
安
定
課

　
蕁
０
８
８
―

８
８
５
―

６
０
５
１

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共

制
度

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場

労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業

を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度

で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
が

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て

掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手

帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設

業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
時
に
、

建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
も

の
で
す
。

掛
　
金

　
日
額
３
１
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
退
共
高
知
支
部

　
蕁
０
８
８
―

８
２
２
―

６
１
８
１

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る

た
め
の
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー

の
無
償
給
付
に
つ
い
て

　
総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

等
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
見
ら

れ
な
い
世
帯
（
具
体
的
に
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
の
生
活

保
護
世
帯
等
、
市
町
村
民
税
非
課

税
の
障
害
者
世
帯
、
社
会
福
祉
事

業
施
設
入
所
者
が
対
象
で
す
。
）
に

対
し
て
、
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
を

無
償
給
付
す
る
な
ど
の
支
援
を
行

な
い
ま
す
。

　
支
援
開
始
は
平
成
２１
年
秋
以
降

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
申
込
先
、
受
付
開
始

時
期
は
準
備
が
整
い
次
第
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
支
援
の
申
し
込
み
に
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
と
受
信
契
約
を
結
び
、
全
額

免
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
な
る
べ
く
早
め
に

契
約
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
支
援
は
現
物
支
給
で
す
。
ご
自

身
で
購
入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、

ア
ン
テ
ナ
等
の
費
用
の
精
算
は

で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
省
地
上
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
蕁
０
５
７
０
―

０
７
―

０
１
０
１

第
60
回
宿
毛
高
等
学
校
同
窓
会

日
　
時

　
８
月
１４
日
（金）

　
総
　
会
　
１８
時
〜

　
懇
親
会
　
１８
時
４０
分
〜

場
　
所

　
秋
沢
ホ
テ
ル

会
　
費

　
１
〜
３９
期
生
　
５
、０
０
０
円

　
４０
期
生
以
降
　
３
、０
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
高
等
学
校
同
窓
会
事
務
局

　
蕁
６
３
―

２
１
６
４

【問い合わせ先】　学校給食センター　薑６３－１１９４　薨６３－１１７９

第１１回　給食センターだより
～水分をとるときは、水やお茶を飲もう！～

知っていますか？
　宿毛市には、新鮮な魚や、野菜などおいしい食材があります。魚に
は、カルシウムや体によい脂質（ＤＨＡやＥＰＡ）が豊富です。子供
たちにはちょっと苦手な食材ですが、たくさん食べてほしいです。

清涼飲料水を飲みす

ぎると、糖分のとり

すぎで太ったり、虫

歯になりやすいなど

あるので、注意しま

しょう！

夏真っ盛り～！
暑さに負けないため
に充分補給を！
水分を取るときには、
一度にとらずに少し
ずつこまめにとりま
しょう！

夏休みも牛乳を飲みましょう！



⑥

ご冥福をお祈りします
（平成21年6月受付分）

中央5丁目
和田
中央7丁目
小筑紫町内外ノ浦
中央2丁目
中央4丁目
錦

押川 光為
谷本 麗子
國常 初美
西家 一郎
市吉 三郎
武山 八重美
小川 義和

85
75
60
87
85
93
76

お誕生おめでとう
（平成21年6月受付分）

駅前町1丁目
中央4丁目
高砂
樺
小筑紫町大海

上岡 芽愛
有田 知広
山中 聡子
廣畑 柚果
杉浦 玉季

章三
英児
洋平
勝也
伴昭

住　所 氏　名 享 年 住　所 赤ちゃん 保護者

※
本
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
家

族
等
か
ら
の
申
し
込
み
に
よ
り

掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

宿
毛
市
体
育
施
設
利
用
抽
選

に
つ
い
て

　
宿
毛
市
体
育
施
設
利
用
抽
選
に
つ

い
て
、
平
成
２１
年
８
月
分
か
ら
抽
選

参
加
資
格
を
宿
毛
市
内
の
団
体
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
市
内
団
体
か
市
外
団
体
か
を
把

握
す
る
た
め
、
抽
選
の
際
に
は
必
ず

『
利
用
団
体
名
簿
』
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

宿
毛
市
体
育
施
設
利
用
抽
選
時
に
お

け
る
参
加
資
格
要
件

①
１０
名
以
上
の
団
体
で
構
成
さ
れ
て

い
る
こ
と

②
団
体
代
表
者
お
よ
び
構
成
員
の
う

ち
半
数
以
上
が
宿
毛
市
在
住
ま
た

は
在
勤
者
で
あ
る
こ
と

③
抽
選
ま
で
に
団
体
構
成
員
名
簿
を

提
出
す
る
こ
と

④
抽
選
日
当
日
、
団
体
代
表
者
ま
た

は
構
成
員
１
名
が
抽
選
に
参
加
す

る
こ
と

⑤
抽
選
参
加
資
格
は
１
団
体
１
名
と

す
る
（
団
体
構
成
員
が
同
一
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
団
体
名

を
変
え
る
な
ど
、
偽
り
そ
の
他

の
不
正
の
手
段
に
よ
り
参
加
し

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場

合
は
、
参
加
資
格
を
取
り
消
し

ま
す
。
抽
選
実
施
後
に
お
い
て

明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
も
同
様

で
す
。）

注
　
意

市
内
の
体
育
施
設
を
利
用
す
る

団
体
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ

傷
害
共
済
見
舞
金
制
度
等
が
あ

り
ま
す
。
（
申
込
用
紙
は
窓
口
に

て
配
布
）
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険

に
加
入
す
る
等
、
万
一
の
怪
我

に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

　
蕁
６
６
―

１
４
６
７

8
月
は「
電
気
安
全
使
用
月
間
」

で
す

　
夏
季
は
、
皮
膚
の
露
出
部
分
が

多
く
な
り
、
発
汗
に
よ
り
皮
膚
が

ぬ
れ
て
電
気
が
通
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
疲
労
か
ら
注
意
力

が
散
漫
に
な
り
が
ち
で
、
感
電
な

ど
の
電
気
事
故
は
、
夏
季
（
７
月

〜
９
月
）
に
集
中
し
て
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
８
月
を
「
電
気
使

用
安
全
月
間
」
と
さ
だ
め
、
経
済

産
業
省
主
唱
の
も
と
、
電
気
使
用

安
全
の
周
知
・
啓
発
の
た
め
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
電
気
安
全
講
習

会
の
開
催
、
電
気
設
備
の
点
検
や

不
良
設
備
の
改
修
促
進
な
ど
の
活

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（財）
四
国
電
気
保
安
協
会

　
高
知
支
部
宿
毛
事
業
所

　
蕁
６
３
―

５
８
８
５

全
国
消
費
実
態
調
査
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

　
９
月
か
ら
１１
月
の
３
ヵ
月
間
に

わ
た
り
、
平
成
２１
年
全
国
消
費
実

態
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
で
は
、
我
が
国
の
家

計
の
実
態
を
把
握
し
ま
す
。
調
査

結
果
は
、
各
種
経
済
・
社
会
諸
施

策
や
研
究
機
関
な
ど
で
行
な
う
消

費
・
経
済
分
析
の
た
め
の
基
礎
資

料
と
な
り
ま
す
。

　
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
に
伺

い
ま
し
た
ら
、
調
査
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

第26回  納 涼 祭
　宿毛育成園・宿毛授産園・ひだまり・ワークセンター
すくもの合同納涼祭を開催します。
　多くの皆さんのご来園をお待ちしています。

※当日のボランティアの募集をしています。ご協力いた
だける方は宿毛市社会福祉協議会（蕁６５－７６６５）
までお早めにご連絡ください。

【問い合わせ先】宿毛育成園　蕁６３―２８０６
　　　　　　　　宿毛授産園　蕁６３―５６５１

日　時　８月１２日（水）　１８時～２１時
　　　　※雨天順延。

場　所　宿毛育成園・宿毛授産園園庭

内　容　・太鼓踊り
　　　　・レコード踊り
　　　　・各種模擬店
　　　　・花火
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表3　入院時の一部負担金限度額（69歳以下の方）

表2　入院時の一部負担金限度額（70歳以上の方）

表1　入院中の食事代標準負担額（1食につき）

８０，１００円＋（総医療費
－２６７，０００円）×１％

３５，４００円

４４，４００円

２６０円

２１０円９０日までの入院

９０日を越える入院

老齢福祉年金受給者など

１６０円

１００円

２４，６００円

１５，０００円

市民税非課税世帯等の方

上位所得者

一　　　般

市民税非課税世帯等の方

市民税非課税世帯等の方

市民税非課税世帯等の方（老齢福祉年金受給者など）

８０，１００円＋（総医療費
－２６７，０００円）×１％現役並み所得者

一　　　般

一　　　般

１５０，０００円＋（総医療費
－５００，０００円）×１％

市
内
運
動
施
設
利
用
料
半
額

助
成
事
業
に
つ
い
て
ご
案
内

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
で
、
市
が
指
定
す
る
市
内
の

運
動
施
設
を
利
用
し
た
い
場
合
、
次

に
示
す
条
件
を
満
た
す
方
に
は
施

設
利
用
料
の
半
額
を
助
成
し
ま
す
。

利
用
条
件

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
昭
和

１０
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
４５
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

（
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な

い
世
帯
の
方
）

助
成
額

１
回
の
利
用
料
１
、０
０
０
円
の

う
ち
半
額
の
５
０
０
円
を
助
成

助
成
回
数
　

　
１
人
に
つ
き
最
高
１０
回
ま
で

助
成
期
間

平
成
２１
年
８
月
３
日
〜
平
成
２２

年
３
月
３１
日
の
施
設
利
用
に
つ

い
て
助
成

指
定
運
動
施
設

蘆
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
　
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

　
す
く
も
（
高
砂
３
７
―

７
）

蘆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
宿
毛
（
野

地
４
２
０
―

１
）

※
利
用
助
成
を
ご
希
望
の
方
は
、
必

ず
事
前
に
市
民
課
保
険
係
ま
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
受

付
期
間
は
、
平
成
２１
年
８
月
３

日
〜
平
成
２２
年
１
月
２９
日
。

長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療

制
度
又
は
国
民
健
康
保
険
に

加
入
の
方
へ

入
院
時
の
食
事
代
と
一
部
負
担
金

の
自
己
負
担
額
減
額
に
つ
い
て

①
入
院
時
の
食
事
代

　
入
院
中
の
食
事
代
は
、
医
療
費

と
は
別
に
１
食
２
６
０
円
必
要
で

す
が
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
等
の

方
は
、
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受

け
、
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。（
表
１
）

　
減
額
認
定
証
を
提
示
せ
ず
に
、
病

院
の
窓
口
で
食
事
代
を
支
払
わ
れ

た
場
合
、
原
則
と
し
て
、
入
院
時

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
食
事
代
の
差
額

分
は
、
お
返
し
で
き
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　②
入
院
時
の
一
部
負
担
金

　（
７０
歳
以
上
の
方
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

又
は
、
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
等
の
方
は
減
額
認
定

証
の
交
付
を
受
け
、
医
療
機
関
に

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
院
時
、

窓
口
で
の
支
払
い
が
限
度
額
ま
で

と
な
り
ま
す
。
（
表
2
）

③
入
院
時
の
一
部
負
担
金

　（
６９
歳
以
下
の
方
）

　
６９
歳
以
下
の
方
は
、
限
度
額
認

定
証
の
交
付
を
受
け
、
医
療
機
関

に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
院
時
、

窓
口
で
の
支
払
い
が
限
度
額
ま
で

と
な
り
ま
す
。
（
表
3
）

　
入
院
時
の
一
部
負
担
金
の
計
算
は
、

月
の
初
日
（
１
日
）
か
ら
末
日
ま

で
を
１
月
と
し
て
い
ま
す
。

認
定
証
の
更
新
手
続
に
つ
い
て

　
各
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月

３１
日
ま
で
で
す
。
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
方
は
、
更
新
及
び
新
規

と
も
申
請
が
必
要
で
す
。
引
き
続

き
減
額
を
受
け
る
場
合
に
は
８
月

中
に
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
加

入
者
の
方
で
、
平
成
２０
年
８
月
１

日
以
降
に
申
請
を
し
て
い
る
方
に

は
保
険
証
と
と
も
に
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
更
新
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

　
申
請
手
続
は
、
市
民
課
保
険
係

と
各
支
所
で
で
き
ま
す
。

手
続
に
必
要
な
も
の

蘆
医
療
保
険
証

蘆
印
鑑

蘆
減
額
認
定
証

　（
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
み
）

蘆
限
度
額
認
定
証

　（
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
み
）

蘆
９０
日
を
超
え
る
医
療
病
棟
へ
の

入
院
期
間
の
分
か
る
領
収
書
、
入

院
証
明
書
な
ど

（
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
で
、
平
成
２０
年
８
月
〜

平
成
２１
年
７
月
の
入
院
日
数
が

９０
日
を
超
え
た
方
の
み
）

蘆
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

　（
７０
歳
以
上
の
方
の
み
）

市
民
課
保
険
係

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
　
　
　
市
民
課
保
険
係

　
　
　
　
　
　
蕁
６
３
｜
１
１
１
２



⑧

日
　
時

　
８
月

３０
日

（日）

　
１８
時

３０
分
開
演

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

入
場
料

　
１
、０
０
０
円

　
（
学
生
無
料
）

出
　
演

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
、

大
正
琴
、
ゆ
り
か
ご
の
会
＆
ジ

ュ
ニ
ア
、
浜
口
修
司
、
中
村
美

佐
子
、
チ
ャ
ー
リ
ー
中
西
カ
ン

パ
ニ
ー
、
武
内
委
未
、

ゲ
ス
ト

　
垣
内
　
翔
、
サ
ス
ケ

　
豪
華
客
船
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び

い
な
す
」
が
左
記
の
日
程
で
宿
毛

湾
港
新
港
岸
壁
へ
入
港
し
ま
す
。

入
港
か
ら
出
港
ま
で
の
間
、
歓
迎

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
物
産
展
の
開
催

や
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
等
を
行
う
予

定
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
出

迎
え
、
お
見
送
り
を
お
願
い
し
ま

す
。

日
　
程

　
８
月

２１
日

（金）

　
入
港
８
時
　
出
港

１８
時

場
　
所

　
宿
毛
湾
港
新
港
岸
壁

―
 

船
内
見
学
会
参
加
者
募
集
 

―

　
入
港
当
日
、
日
本
ク
ル
ー
ズ
客

船
㈱
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
船
内
見

学
会
を

１０
時
よ
り
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の

方
法
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
天
候
不
良
等
の
理
由
に

よ
り
船
内
見
学
会
は
中
止
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

 
９
時

３０
分
〜
９
時

５５
分

 
※
時
間
厳
守

募
集
人
員
　

４０
名

 （
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
用
　
無
 

料

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
次
の
事
項
を
記

入
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
往
信
の
裏
面
〉

　
応
募
者
全
員
（
１
枚
に
つ
き
３

　
名
ま
で
）
の
①
郵
便
番
号
②
住

　
所
③
氏
名
④
性
別
⑤
年
齢
⑥
電

　
話
番
号

〈
返
信
の
表
面
〉

　
代
表
者
氏
名
、
郵
便
番
号
、
住
所

申
込
期
限

　
８
月

１４
日

（金）
　
※
必
着

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
〒

７８８
―

８６８６
　
宿
毛
市
桜
町
２
番
１
号

　
宿
毛
市
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

主
　
催

軽
音
楽
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
・
エ
ク

ス
プ
レ
ス

協
　
賛

 
公
民
館
サ
ー
ク
ル
ゆ
り
か
ご
の
会

後
　
援

宿
毛
市
教
育
委
員
会
、
ひ
か
り

共
同
作
業
所

※
収
益
金
は「
ひ
か
り
共
同
作
業
所
」

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
イ
シ
ザ
キ
宿
毛
音
楽
教
室

　
蕁
６
３
―

５
０
４
７

日
　
時

　
８
月

２２
日

（土）

　
１７
時

３０
分
〜

２１
時

　
※
雨
天
の
場
合
は

２４
日
ま
で
順
延

場
　
所

　
愛
媛
銀
行
宿
毛
支
店
周
辺

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
本
町
通
り
活
性
化
ク
ラ
ブ

　
蕁
６
３
―

３
１
２
３

　
今
回
の
夜
市
で
は
、

盆
踊
り
を
メ
イ
ン
に
、

本
町
商
店
街
の
手
作
り

屋
台
な
ど
の
各
種
飲
食

物
の
販
売
や
、
金
魚
す

く
い
等
、
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
コ

ー
ナ
ー
を
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

豪
華
客
船

「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」
入
港
！！

ひ
か
り
共
同
作
業
所
支
援

 
第
１９
回
　

ふ
れ
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

第
8
回
　

本
町
通
り
ふ
れ
あ
い
夜
市



⑨ 広報すくも  2009.8

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
五
号
）

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
総
額
で
一

億
三
、
一
三
四
万
一
千
円
が
増
額
補

正
さ
れ
、
累
計
で
九
九
億
九
六
六
九

万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

○
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
総

合
事
業
負
担
金

　
…
…
…
…
…
…
…
…
八
一
一
万
円

○
施
設
等
整
備
基
金
積
立
金

　
…
…
…
…
…
…
八
、
五
一
八
万
円

○
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
あ
っ
た
か
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
委
託
料

　
…
…
…
…
…
…
…
…
八
四
九
万
円

○
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事

業
委
託
料

　
…
…
…
…
…
…
…
…
五
七
六
万
円

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

「
専
決
処
分
」
二
件
、「
人
事
案
件
」

二
件
、「
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
」
な
ど
予
算
議
案
五

件
、「
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に

関
す
る
条
例
の
制
定
」
な
ど
条
例

議
案
三
件
、
そ
の
他
の
議
案
一
件

の
合
計
十
三
議
案
で
、
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、

十
五
日
及
び
十
六
日
の
二
日
間
に

九
人
の
議
員
が
、
ま
た
、
十
七
日

に
は
議
案
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情

は
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
（
仮

称
）
の
速
や
か
な
制
定
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
な
ど

七
件
が
審
議
さ
れ
、
六
件
が
不
採

択
、
一
件
が
継
続
審
査
と
な
り
ま

し
た
。

○
宿
毛
市
単
独
品
目
野
菜
価
格
安

定
事
業
負
担
金

　
…
…
…
…
…
…
…
…
一
九
○
万
円

○
宿
毛
市
高
品
質
果
実
生
産
モ
デ

ル
事
業
補
助
金

　
…
…
…
…
…
…
…
…
二
九
六
万
円

○
宿
毛
市
産
業
振
興
推
進
総
合
支

援
事
業
費
補
助
金

　
…
…
…
…
…
…
一
、
三
三
七
万
円

○
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
「
ま

ち
づ
く
り
会
社
」
設
立
出
資
金

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
十
万
円

６
月�

１０
日
（
水
）
本
会
議
　
　
開
会
、
議
案
上
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
案
理
由
の
説
明

�

１１
日
（
木
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

１２
日
（
金
）
休
　
会
　
　
議
案
等
精
査

�

１３
日
（
土
）
休
　
会

�

１４
日
（
日
）
休
　
会

�

１５
日
（
月
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

１６
日
（
火
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

１７
日
（
水
）
本
会
議�

議
案
質
疑
、
委
員
会
審
査

�

１８
日
（
木
）
休
　
会

�

１９
日
（
金
）
休
　
会

�

２０
日
（
土
）
休
　
会

�

２１
日
（
日
）
休
　
会

�

２２
日
（
月
）
本
会
議
　
　
委
員
長
報
告
、
質
疑

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
討
論
、
表
決
、
閉
会

六
月
定
例
会
日
程

　
第
二
回
定
例
会
は
、
平
成
二
十
一
年
六
月
十
日
に
開
会
し
、

十
三
日
間
の
会
期
で
六
月
二
十
二
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

補
　
正
　
予
　
算

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会

第51号



⑩

番
　
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

不
採
択

継
続
審
査

不
採
択

第
12
号

第
14
号

第
17
号

第
20
号

第
22
号

第
23
号

第
24
号

「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
（
仮
称
）
」
の
速
や
か

な
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

「
公
契
約
」
「
入
札
制
度
」
の
改
善
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

派
遣
切
り
の
中
止
、
若
年
雇
用
の
正
規
化
、
労
働
者

派
遣
法
の
抜
本
的
な
改
正
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

浄
化
槽
清
掃
許
可
、
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
（
し
尿
）

の
許
可
申
請
に
つ
い
て

地
元
建
築
業
界
及
び
関
連
事
業
の
振
興
に
つ
い
て

海
運
・
フ
ェ
リ
ー
・
旅
客
船
の
航
路
存
続
と
船
員
の

雇
用
対
策
に
つ
い
て

「
非
核
日
本
宣
言
」
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

▼
　
陳
　
　
情
　
▲

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

承
　
　
認

同
　
　
意

同
　
　
意

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第
1
〜

　
2
号

第
3
号

第
4
号

第
5
号

第
6
号

　
第
9
号

第
10
号

第
11
号

第
12
号

第
13
号

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

平
成
二
十
一
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

平
成
二
十
一
年
度
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
、

定
期
船
事
業
、
下
水
道
事
業
、
介
護
保
険
事
業
）
補

正
予
算
に
つ
い
て

議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

宿
毛
市
営
地
域
新
興
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

宿
毛
市
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼ 
提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲

～

◎
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
地
域
振
興
の
一
環
と
し
て
、
転
入

者
向
け
住
宅
を
確
保
す
る
こ
と
等

の
目
的
に
よ
り
、
独
立
行
政
法
人

　
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
が
所
有

す
る
雇
用
促
進
住
宅
を
取
得
す
る

に
あ
た
り
、
地
方
自
治
法
第
九
十
六

条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
　

　
関
係
周
辺
自
治
体
と
定
住
自
立

圏
形
成
協
定
の
締
結
等
を
す
る
場

合
は
、
地
方
自
治
法
第
九
十
六
条

第
二
項
に
基
づ
く
議
会
議
決
を
経

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

旨
を
規
定
す
る
本
条
例
を
制
定
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
営
地
域
振
興
住
宅
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
向
け
の
住
宅

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
宿
毛
市

所
有
の
公
営
住
宅
及
び
改
良
住
宅

の
老
朽
化
等
に
伴
う
代
替
住
宅
と

し
て
、
独
立
行
政
法
人
　
雇
用
・

能
力
開
発
機
構
が
所
有
す
る
雇
用

促
進
住
宅
を
取
得
し
、
管
理
す
る

こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
を
制
定
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
一
般
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
宿
毛
市
立
沖
の
島
へ
き
地
診
療

所
に
勤
務
す
る
医
師
の
平
成
二
十

一
年
六
月
に
支
給
す
る
勤
勉
手
当

の
支
給
率
を
、
一
般
職
員
の
支
給

率
「
百
分
の
六
十
七
・
五
」
と
は

区
別
し
、「
百
分
の
七
十
」
に
改
定

す
る
も
の
で
す
。

人

事

案

件

　
平
成
二
十
一
年
第
二
回
定
例
会
に
お
い
て
、
次
の
人
事
議
案
を
全
会
一

致
を
も
っ
て
、
同
意
し
ま
し
た
。

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
　
　
　
　
　
　
奈
　
良
　
和
　
世
　
氏
（
新
任
）

○
監
査
委
員
の
選
任

　
　
　
　
　
　
　
柴
　
岡
　
　
　
敏
　
氏
（
再
任
）

条
　
　
例

そ 

　
の
　 

他
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A
　
大
島
、
宿
毛
、
松
田
川
、
橋

上
の
宿
毛
地
域
四
小
学
校
は
二
十

四
年
度
に
統
合
を
行
う
こ
と
を
発

表
し
て
お
り
、
本
年
度
は
基
本
計

画
が
作
成
さ
れ
、
地
元
説
明
が
終

わ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

計
画
か
ら
一
年
六
ヶ
月
遅
れ
て
い

る
が
、
心
配
し
て
い
る
市
民
に
対

し
説
明
や
計
画
変
更
を
示
す
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
又
、
小

中
学
校
の
耐
震
化
を
進
め
る
た
め

全
体
事
業
費
六
％
で
工
事
が
で
き

る
国
庫
補
助
制
度
も
出
来
て
い
る
。

抜
本
的
な
計
画
の
見
直
し
を
聞
く
。

B
　
新
し
い
校
舎
の
建
設
場
所
が

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
宿

毛
地
域
の
皆
様
へ
の
説
明
が
遅
れ

て
い
る
。
国
か
ら
経
済
対
策
や
公

共
投
資
臨
時
交
付
金
等
新
し
い
制

度
も
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と

も
踏
ま
え
、
今
後
、
教
育
審
議
会
、

教
育
委
員
会
と
も
協
議
を
重
ね
、

出
来
る
だ
け
早
い
時
期
に
し
っ
か

り
し
た
も
の
を
作
り
上
げ
て
地
元

説
明
を
行
い
た
い
。

A
　
今
回
、
国
が
示
し
た
学
校
設

備
に
お
け
る
耐
震
化
と
エ
コ
化
、
情

報
化
を
集
中
的
に
推
進
す
る
ス
ク

ー
ル
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
構
想
、
宿

毛
市
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の

か
。

B
　
ま
ず
、
小
筑
紫
小
学
校
の
新

校
舎
に
三
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽

光
発
電
設
備
を
設
置
し
、
耐
震
補

強
さ
れ
て
い
な
い
学
校
に
つ
い
て

は
校
舎
の
改
築
に
よ
り
、
耐
震
化

を
行
う
。
わ
か
り
や
す
い
授
業
を

実
現
す
る
た
め
、
今
回
、
国
に
お

い
て
学
校
情
報
通
信
技
術
環
境
整

備
事
業
に
よ
る
補
助
要
綱
が
改
定

さ
れ
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
そ

の
事
業
を
活
用
し
、
学
校
の
テ
レ

ビ
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
小
学
校
の
電

子
黒
板
や
授
業
用
及
び
教
員
用
の

パ
ソ
コ
ン
、
教
室
へ
の
校
内
Ｌ
Ａ

Ｎ
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
整
備
を

し
て
ま
い
り
た
い
。

A
　
宿
毛
市
に
と
っ
て
も
、
子
育

て
支
援
策
の
推
進
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
義
務
教
育
期
間
中
の
医

療
費
無
料
化
の
完
全
実
施
を
行
お

う
と
し
て
い
る
の
か
。
併
せ
て
宿

毛
市
独
自
に
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
「
子
育
て
支
援
策
」
並
び
に
「
少

子
化
対
策
」
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
中
学
校
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
、

早
く
し
た
い
が
、
九
月
い
っ
ぱ
い

ま
で
に
、
小
学
校
の
こ
と
を
検
証

し
て
、
財
源
を
確
保
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
確
約

で
は
な
い
が
、
来
年
四
月
か
ら
出

来
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
る
。
医

療
費
の
無
料
化
や
子
育
て
支
援
策

に
つ
い
て
は
、
国
や
県
を
含
め
三

者
一
体
で
取
り
組
む
課
題
で
あ
る
。

A
　
企
業
に
と
っ
て
は
、
労
働
力

の
確
保
対
策
が
重
要
で
あ
り
、
労

働
者
に
と
っ
て
は
、
働
き
な
が
ら
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
事
が
出
来

る
要
件
を
整
え
た
会
社
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
宿
毛
市
と
し
て
も
、

少
子
化
対
策
並
び
に
雇
用
対
策
と

し
て
、
工
業
団
地
内
に
保
育
園
の

設
置
を
真
剣
に
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
問
う
。

B
　
工
業
団
地
の
隣
接
地
域
に
平

田
保
育
園
が
あ
る
。
保
育
園
の
統

廃
合
が
進
む
中
で
、
ゼ
ロ
歳
児
保

育
な
ど
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
保
育
を
進
め
て
い
く
努
力
を

し
て
い
く
。

　
六
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
十
五
日
、
十
六
日
の
二
日

間
に
九
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

野
々
下
昌
文
 

議
員

小
中
学
校
の
統
合

再
編
計
画
に
つ
い
て

松
浦
英
夫
 

議
員

宿
毛
市
の
ス
ク
ー
ル

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
計
画

に
つ
い
て

医
療
費
の
無
料
化
と

子
育
て
支
援
策

に
つ
い
て

高
知
西
南
中
核
工
業
団

地
へ
の
保
育
園
設
置

に
つ
い
て

【
質
問
順
位
に
よ
る
】



⑫

A
　
「
少
子
化
支
援
策
」
と
し
て
各

自
治
体
独
自
で
「
出
産
お
祝
い
金

制
度
」
を
創
設
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
が
、
宿
毛
市
と
し
て
も
「
出

産
お
祝
い
金
制
度
」
を
創
設
し
て

は
ど
う
か
問
う
。

B
　
非
常
に
い
い
提
案
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
出
し
て
あ
げ
た
い

気
持
ち
は
あ
る
が
、
や
る
場
合
は

継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
財
政
と
相
談
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
少
し
検
討
を
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
。

A
　
地
域
活
性
化
臨
時
交
付
金
等

の
財
源
処
置
を
本
市
は
、
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
か
を
問
う
。

B
　
経
済
対
策
臨
時
交
付
金
に
つ

い
て
は
、
本
市
へ
の
配
分
額
は
約

二
億
五
千
万
円
配
分
さ
れ
て
お
り
、

現
在
、
実
施
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

公
共
投
資
臨
時
交
付
金
は
、
国
か

ら
の
要
綱
が
正
式
に
決
定
し
て
い

な
い
が
各
課
で
こ
れ
ま
で
懸
案
と

な
っ
て
い
る
事
業
に
優
先
順
位
を

つ
け
て
調
整
し
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
な

対
応
に
努
め
て
い
く
。
こ
れ
ら
の

事
業
の
地
方
負
担
分
に
つ
い
て
は
、

有
利
な
地
方
債
で
充
当
可
能
で
あ

る
が
、
当
市
の
実
質
公
債
費
比
率

が
高
率
で
あ
る
の
で
、
後
年
度
の

財
政
負
担
を
考
慮
し
な
が
ら
、
中

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
事
業
を

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
土
地
開
発
公
社
及
び
第
三
セ

ク
タ
ー
に
つ
い
て
、
こ
の
改
革
推
進

債
を
活
用
し
て
整
理
又
は
再
生
に

取
り
組
む
つ
も
り
は
な
い
か
問
う
。

B
　
土
地
開
発
公
社
の
長
期
保
有

土
地
は
、
平
成
十
七
年
度
よ
り
経

営
健
全
化
計
画
を
定
め
て
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
県
の
宿
毛
湾
港
分

を
含
め
て
約
五
十
一
億
円
の
保
有

土
地
が
残
っ
て
い
る
。
県
に
も
計

画
的
な
買
い
戻
し
の
申
し
入
れ
を

し
て
お
り
、
港
湾
事
業
区
域
外
及

び
公
園
用
地
に
つ
い
て
は
五
ヵ
年

計
画
で
の
買
い
戻
し
が
決
定
し
て
い

る
。
そ
の
他
の
土
地
に
つ
い
て
も
、

先
行
取
得
依
頼
し
た
と
き
の
経
済
情

勢
と
、現
在
の
経
済
情
勢
が
大
幅
に

変
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
土
地
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
時
期
に

来
た
と
考
え
て
い
る
。
保
有
土
地
に

つ
い
て
金
利
の
問
題
で
引
き
ず
っ
て

い
く
と
い
う
悪
循
環
に
メ
ス
を
い
れ

た
い
。

　
土
地
開
発
公
社
の
解
散
又
は
業
務

の
一
部
廃
止
に
つ
い
て
活
用
で
き
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
財
政
負
担
を
考

慮
す
る
中
で
、
積
極
的
に
検
討
し
て

い
く
。

A
　
高
知
県
の
西
の
玄
関
、宿
毛
市
、

大
月
町
を
今
後
、
ど
う
振
興
し
て

い
く
の
か
。
市
長
、
町
長
の
定
期

的
な
ト
ッ
プ
会
談
を
初
め
、
四
十

歳
ま
で
の
市
、
町
職
員
に
よ
る
協

議
会
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。
最

終
的
に
は
、
幡
多
広
域
の
行
政
職

員
の
協
議
会
を
作
り
、
地
域
住
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り

を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

B
　
大
月
町
長
と
は
日
頃
か
ら
会

う
機
会
も
多
く
、
色
々
な
話
を
し

て
い
る
。
職
員
も
職
員
研
修
、
職

員
派
遣
、
各
種
会
合
等
に
よ
り
、
他

の
市
町
村
職
員
と
接
す
る
機
会
も

数
多
い
。
現
在
、
職
員
同
士
が
意

見
を
出
し
あ
う
提
案
型
へ
研
修
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。

A
　
導
流
堤
を
修
復
工
事
し
、
市

民
の
散
歩
コ
ー
ス
と
し
て
、
街
灯

を
設
置
し
、
家
族
で
う
な
ぎ
釣
り

が
で
き
る
な
ど
、
市
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
の
活
用
や
、
津
波
軽
減

策
を
講
じ
た
工
法
が
要
望
で
き
な

い
か
問
う
。

B
　
導
流
堤
の
管
理
者
は
、
高
知

県
で
あ
る
。
導
流
堤
は
あ
く
ま
で
、

河
川
の
水
を
導
く
も
の
で
あ
り
、
原

型
復
旧
工
事
で
は
、
津
波
の
軽
減

は
難
し
い
し
、
散
歩
コ
ー
ス
に
も

危
険
を
伴
う
と
思
う
。
津
波
被
害

を
軽
減
す
る
に
は
、
他
の
形
で
な

い
と
無
理
と
思
う
。

A
　
鵜
来
島
の
住
民
は
、
二
十
数

名
で
七
十
歳
を
越
え
る
人
が
主
体

で
あ
る
が
、
毎
年
、
猪
の
被
害
で

困
っ
て
い
る
。
人
家
と
山
林
を
金

網
で
仕
切
り
人
家
に
猪
が
入
れ
な

い
よ
う
に
し
て
、
猪
は
給
食
セ
ン

タ
ー
の
廃
材
を
定
期
船
で
運
び
、
餌

場
を
つ
く
り
飼
育
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
学
校
に
つ
い
て
は
、
親
と

子
が
触
れ
合
う
宿
泊
施
設
と
小
学

校
高
学
年
を
対
象
に
し
た
臨
海
学

校
に
し
て
は
ど
う
か
。

B
　
猪
の
飼
育
は
困
難
だ
が
、
畑

だ
け
囲
う
の
で
は
な
く
、
人
家
に

下
り
て
こ
な
い
よ
う
に
す
る
よ
う
、

島
の
人
た
ち
と
話
し
合
い
な
が
ら
、

前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
旧
校
舎
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
新

教
育
課
程
の
中
で
も
体
験
活
動
を

通
し
て
豊
か
な
心
を
育
て
る
こ
と

が
眼
目
と
な
っ
て
い
る
。
実
施
す

る
に
は
保
護
者
と
の
話
し
合
い
の

中
で
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

大
月
町
と
の
交
流

に
つ
い
て

高
砂
の
導
流
堤

に
つ
い
て

鵜
来
島
の
振
興

に
つ
い
て

「
出
産
お
祝
い
金
制
度
」

の
創
設
に
つ
い
て

今
城
誠
司
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浦
尻
和
伸
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国
の
二
十
一
年
度
一
次

補
正
に
対
す
る
本
市
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

第
三
セ
ク
タ
ー
等

改
革
推
進
債
の
活
用

に
つ
い
て
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A
　
当
初
予
算
に
『
都
市
再
生
基

本
計
画
策
定
委
託
料
』
九
百
万
円
、

今
議
会
に
『
ま
ち
づ
く
り
会
社
』
設

立
出
資
金
十
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。
四
月
に
『
中
心
市
街
地
活

性
化
協
議
会
設
立
準
備
会
』
が
開

催
さ
れ
た
が
、
そ
の
概
要
と
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
行
政
の
位
置

づ
け
と
そ
の
役
割
、
そ
し
て
、
す

で
に
二
百
九
十
五
万
円
の
補
助
金

を
支
出
し
て
い
る
『
宿
毛
の
蔵
・

東
洋
城
』
の
効
果
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
商
工
会
議
所
、
ま
ち
づ
く
り

宿
毛
株
式
会
社
（
仮
称
）
が
中
心

と
な
り
、
住
民
、
事
業
者
、
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
中
心
市
街
地
の

活
性
化
を
実
現
す
る
た
め
の
主
体

的
な
ま
ち
づ
く
り
組
織
と
し
て
、
準

備
会
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
今
後

は
早
い
時
期
に
協
議
会
に
移
行
し
、

今
年
末
ま
で
に
基
本
計
画
書
を
作

成
し
、
本
年
度
末
に
は
国
の
認
定

を
受
け
る
計
画
で
あ
る
。
行
政
は

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
政
策
展
開

を
推
進
し
認
定
申
請
業
務
を
行
う
。

東
洋
城
の
酒
造
跡
地
利
用
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
が
使
え
る

高
知
の
ひ
ろ
め
市
場
の
よ
う
に
は

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
に
は

非
常
に
高
い
家
賃
設
定
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
和
式
だ
け
の
ト
イ

レ
な
ど
、
出
来
上
が
っ
た
も
の
を

見
て
失
望
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。

A
　
宿
毛
市
内
は
公
共
交
通
の
空

白
地
域
ば
か
り
で
、
高
齢
者
な
ど

の
移
動
手
段
を
持
た
な
い
交
通
弱

者
の
方
々
に
は
、
と
て
も
暮
ら
し

に
く
い
町
に
な
っ
て
い
る
。
生
活

バ
ス
を
、
市
が
単
独
で
走
ら
せ
る

く
ら
い
の
取
り
組
み
を
す
る
考
え

は
な
い
か
問
う
。

B
　
移
動
手
段
の
確
保
や
、
観
光

旅
行
促
進
の
た
め
の
環
境
整
備
の

観
点
か
ら
も
、
公
共
交
通
の
整
備

は
不
可
欠
で
あ
る
。
民
間
バ
ス
会

社
と
も
話
し
合
い
を
持
ち
な
が
ら
、

民
間
で
出
来
な
け
れ
ば
、
公
共
で

や
る
べ
き
な
の
か
、
そ
の
決
断
を

そ
ろ
そ
ろ
し
な
い
と
い
け
な
い
と

考
え
て
い
る
。

A
　
地
域
再
生
中
小
企
業
創
業
助

成
金
制
度
と
高
年
齢
者
等
共
同
就

業
機
会
創
出
助
成
金
制
度
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
の
方
法
に
つ
い
て

問
う
。

B
　
こ
う
い
う
制
度
が
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
市
の
方
で
も
調
査

を
し
、
活
用
で
き
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
を

し
て
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
市
と
し
て
も
、
可
能
な
限
り
、

広
報
誌
な
ど
の
活
用
を
し
な
が
ら
、

制
度
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

A
　
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
前
に
数

名
の
方
々
を
広
報
誌
な
ど
で
募
集

A
　
本
市
に
お
い
て
も
構
造
的
な

不
況
が
市
民
生
活
を
悪
化
さ
せ
て

い
る
。
市
内
業
者
を
育
成
し
、
雇

用
の
安
定
を
図
る
た
め
に
も
分
離

発
注
を
積
極
的
に
導
入
す
る
こ
と

が
重
要
で
は
な
い
か
。

B
　
宿
毛
市
は
多
少
諸
経
費
が
高

額
に
な
っ
て
も
区
画
整
理
事
業
な

ど
で
積
極
的
に
分
割
発
注
し
て
い

る
。
分
離
発
注
に
つ
い
て
は
設
計

業
者
と
協
議
を
し
な
が
ら
、
指
名

選
定
委
員
会
で
中
小
業
者
に
対
す

る
受
注
機
会
の
確
保
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
宿
毛
市
教
育
委
員
会
は
平
成

十
九
年
十
一
月
に
小
中
学
校
再
編

計
画
を
発
表
し
た
が
、
住
民
参
加

の
計
画
に
な
っ
て
い
な
い
。
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
広
く
住
民

や
教
育
現
場
の
意
見
を
聞
い
た
上

で
、
再
編
計
画
を
よ
り
良
い
も
の

に
す
る
考
え
は
な
い
か
聞
く
。

B
　
学
校
再
編
計
画
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
と
し
て
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
望
ま
し
い
環
境
づ
く
り

を
す
る
た
め
に
、
保
護
者
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
お
示
し
し
て
意
見
を

い
た
だ
き
、
合
意
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
今
現
在

考
え
て
い
る
。
現
計
画
に
固
執
す

る
こ
と
な
く
、
今
後
も
よ
り
良
い

も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
、
い
ろ

い
ろ
な
方
か
ら
の
意
見
を
参
考
に

し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

A
　
審
議
会
答
申
を
は
じ
め
、
行

政
情
報
の
公
開
度
は
現
在
の
宿
毛

市
は
お
粗
末
だ
。
積
極
的
に
情
報

公
開
を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
い
や
す

く
改
善
し
、
宿
毛
の
魅
力
を
世
界

に
発
信
す
る
た
め
に
外
国
語
ペ
ー

ジ
も
掲
載
し
て
は
ど
う
か
。

B
　
情
報
公
開
は
百
％
す
べ
き
だ

と
思
っ
て
お
り
、
会
議
録
や
答
申

も
皆
さ
ん
が
入
手
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
見
や
す
く
使
い

や
す
い
も
の
に
し
て
い
く
。
ま
た
、

外
国
版
の
ペ
ー
ジ
も
導
入
に
向
け

て
検
討
し
た
い
。

中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
に
つ
い
て

公
共
交
通
機
関
（
生
活

バ
ス
）
に
つ
い
て

中
平
富
宏
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分
離
発
注
の
積
極
実
施

と
雇
用
の
確
保
を

小
中
学
校
再
編
計
画

の
見
直
し
を

情
報
公
開
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
を

中
川
　
貢
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中
小
企
業
の
助
成
金

制
度
に
つ
い
て

宿
毛
自
然
紀
行
ツ
ア
ー

に
つ
い
て

岡
闢
利
久
 

議
員
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し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
し
て
、
そ

の
中
で
出
さ
れ
た
意
見
を
参
考
に

す
る
な
ど
工
夫
を
し
て
い
け
ば
、
今

後
素
晴
ら
し
い
ツ
ア
ー
に
な
る
と

思
う
が
市
長
の
見
解
を
聞
く
。

B
　
今
後
は
、
ご
指
摘
の
改
善
点

を
生
か
し
て
、
ツ
ア
ー
の
あ
り
方
、

そ
れ
か
ら
場
所
の
選
定
、
こ
う
い

う
も
の
も
関
係
各
課
と
か
、
機
関

と
連
携
を
図
っ
て
実
施
を
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

A
　
仕
事
を
望
む
高
齢
者
が
働
け

る
環
境
を
作
ら
な
い
と
日
本
社
会

は
も
た
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
地

方
の
雇
用
能
力
の
低
下
は
著
し
く
、

本
市
も
産
業
振
興
、
若
者
の
就
労

の
場
の
確
保
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
高
齢
者
が

地
域
と
か
か
わ
る
仕
組
み
を
ど
の

よ
う
に
作
る
か
も
重
要
な
テ
ー
マ

で
あ
る
と
思
う
。

　
そ
こ
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
登
録
者
数
は
減
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
現
状
と
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
聞
く
。

　
ま
た
、
地
域
の
課
題
の
解
決
や

資
源
の
活
用
等
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
は
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を

用
い
て
事
業
と
し
て
行
う
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
」
が
全
国
で

盛
ん
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
で

も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

B
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

本
年
三
月
末
で
会
員
数
百
六
人
、

総
事
業
費
二
千
六
百
六
十
万
円
余

り
で
あ
る
。
社
協
だ
よ
り
や
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
等
に
よ
り
就
労
意
欲

の
あ
る
方
々
の
入
会
促
進
や
公
共

事
業
を
は
じ
め
新
規
受
注
の
拡
大

を
図
っ
て
い
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ

い
て
は
、
徳
島
県
上
勝
町
の
葉
っ

ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
、
鹿
児
島
県
串
良
町

の
「
や
ね
だ
ん
」
等
、
先
進
地
の
例

を
お
示
し
い
た
だ
い
た
。
私
も
常
々

思
い
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
職
員

と
共
に
株
式
会
社
宿
毛
市
ぐ
ら
い

の
意
識
を
持
っ
て
全
課
で
取
り
組

み
、
や
る
気
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
の

後
押
し
を
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
事
務
事
業
の
民
間
委
託

の
際
、
雇
用
の
確
保
、
拡
大
を
図

れ
と
の
ご
提
案
だ
が
、
正
に
同
感

で
あ
る
。
学
校
管
理
、
社
会
教
育
、

地
域
の
物
産
創
造
等
、
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
の
際
に
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
と
ら
え
て
い

く
。

　
全
国
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会

の
会
長
を
し
て
お
る
の
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
市
民
に
紹
介

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
超
高
齢
化
者
社
会
を
健

康
で
楽
し
く
生
き
抜
く
た
め
に
は
、

社
会
の
仕
組
み
や
仕
事
の
や
り
方

等
を
替
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
改
め
て
感
じ
た
次
第
だ
。

A
　
四
月
か
ら
政
府
が
介
護
保
険

認
定
制
度
を
変
え
た
た
め
、
介
護

度
を
下
げ
ら
れ
、
利
用
者
が
必
要

な
介
護
給
付
が
受
け
ら
れ
な
い
事

例
が
発
生
し
て
い
る
。
問
題
の
多

い
新
認
定
制
度
の
見
直
し
を
求
め
、

経
過
措
置
の
周
知
と
認
定
調
査
の

進
め
方
を
問
う
。

B
　
経
過
措
置
は
更
新
認
定
申
請

時
等
に
懇
切
丁
寧
に
説
明
し
て
い

る
。
新
認
定
制
度
の
見
直
し
が
必

要
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
迅
速

な
見
直
し
を
要
望
す
る
。
認
定
調

査
は
本
人
と
、
家
族
や
保
護
者
等

の
立
ち
会
い
の
も
と
実
施
し
て
い

る
。

A
　
政
府
の
経
済
対
策
は
多
額
の

赤
字
国
債
を
乱
発
し
、
選
挙
目
当

て
の
ば
ら
ま
き
予
算
と
の
批
判
も

多
い
。
こ
の
予
算
を
市
が
活
用
す

る
に
あ
た
り
、
小
規
模
工
事
業
者

登
録
制
度
を
創
設
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
ま
た
、
家
庭
内
暴
力
で
別
居
、
避

難
し
て
い
る
人
へ
の
定
額
給
付
金

支
払
い
に
活
用
で
き
な
い
か
。

B
　
地
元
業
者
発
注
の
た
め
の
小

規
模
工
事
業
者
登
録
制
度
の
創
設

は
、
関
係
業
者
の
意
見
を
聞
い
た

上
で
対
処
し
た
い
。
Ｄ
Ｖ
被
害
者

へ
定
額
給
付
金
が
届
か
な
い
か
ら
、

市
の
お
金
を
出
す
の
も
お
か
し
な

話
と
思
う
。
宿
毛
市
で
は
申
請
が

な
い
の
で
検
討
し
て
い
な
い
。

A
　
米
海
軍
が
二
月
末
に
三
度
目

の
入
港
を
打
診
し
て
い
た
と
聞
く
。

度
々
の
入
港
訓
練
で
、
米
軍
の
軍

事
目
的
に
沿
っ
た
好
条
件
の
港
と

把
握
し
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
米
軍

機
の
離
着
陸
訓
練
施
設
の
誘
致
問

題
は
、
宿
毛
市
西
部
の
市
民
を
中

心
に
心
配
の
声
が
多
い
。
宿
毛
湾

港
を
軍
事
利
用
指
せ
な
い
施
策
を

求
め
る
。

B
　
私
は
、
紛
争
目
的
で
な
け
れ

ば
、
イ
ー
ジ
ス
艦
も
商
船
も
入
港

希
望
の
船
は
入
っ
て
当
然
だ
と
思

う
。
タ
ッ
チ
ア
ン
ド
ゴ
ー
に
つ
い
て

は
、
概
略
を
聞
く
と
十
二
時
間
と
か

十
五
時
間
の
長
時
間
す
ご
い
騒
音

が
発
生
す
る
と
言
う
こ
と
で
宿
毛

市
民
は
絶
対
耐
え
ら
れ
な
い
と
思

う
。

介
護
保
険
に
つ
い
て

政
府
の
経
済
対
策
へ
の

対
応
に
つ
い
て

宮
本
有
二
 

議
員

浅
木
　
敏
 

議
員

超
高
齢
化
社
会
に
お
け

る
高
齢
者
の
仕
事
の

場
作
り
に
つ
い
て

宿
毛
湾
の
軍
事
利
用

を
さ
せ
な
い
施
策

に
つ
い
て
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日
々
蒸
し
暑
さ
も
増
し
、
海

や
川
遊
び
の
恋
し
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
底
打
ち
感
の
な

い
経
済
状
況
の
中
で
国
の
示
し

た
経
済
対
策
の
ス
ム
ー
ズ
な
施

行
が
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
六

月
定
例
会
に
お
い
て
は
、
九
名

の
議
員
が
登
壇
し
て
二
十
一
年

度
一
次
補
正
に
よ
り
本
市
に
配

分
さ
れ
た
二
億
四
千
九
百
万
円

の
活
用
や
、
暮
ら
し
や
す
い
町

づ
く
り
を
目
指
し
、
真
剣
で
活

発
な
一
般
質
問
や
、
提
言
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
行
政
に

対
し
、
市
民
の
代
弁
者
と
し
て

更
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

め
ざ
し
、
努
力
を
惜
し
ま
ず
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
本
号
よ
り
編
集
委
員
が

替
わ
り
ま
す
。
委
員
一
同
紙
面

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
編
集
委
員
〉

蘢

野
々
下
　
昌
　
文

蘢

岡
　
闢
　
利
　
久

蘢

浦
　
尻
　
和
　
伸

蘢

西
　
郷
　
典
　
生

蘢

中
　
川
　
　
　
貢

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

　
市
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都

合
で
発
言
の
一
部
し
か
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
「
会
議
録
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
六
月
定
例
会
の
会
議
録
は
九

月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

　
市
立
坂
本
図
書
館
及
び
各
支

所
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
議
会
開
会
中
は
宿
毛
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ

で
映
像
中
継
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

過
去
の
議
会
映
像
も
配
信
し
て

い
ま
す
。

　
全
国
市
議
会
議
長
会
よ
り
、
次
の
方
々
に
対
し
て

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

【
特
別
表
彰
】

　
★
議
員
三
十
年
以
上

　
　
　
西

村

六

男

議
員

　
　
　
中

川

　

貢

議
員

【
一
般
表
彰
】

　
★
議
員
十
年
以
上

　
　
　
有

田

都

子

議
員

　
　
　
浦

尻

和

伸

議
員

　
　
　
寺

田

公

一

議
員

　
　
　
宮

本

有

二

議
員

議会の傍聴は、どなたでもできます。

次の定例会は９月上旬の予定です。詳しくは、

議会事務局までお問い合わせください。（蕁６３－２９０７）

なお、委員会の傍聴をご希望の方は事前に議会事務局までお申し出下さい。

●議会を傍聴しませんか…

〈 編 集 委 員 〉

〈 授 賞 さ れ た 皆 さ ん 〉

〜
編
集
後
記
〜

★
会
議
録
の

　
　
　
閲
覧
を
★

表　　　彰



⑯

第
１４
回

宿
毛
市
オ
ー
ル
ド
パ
ワ
ー

文
化
展
作
品
募
集
！

　
６０
歳
以
上
の
芸
術
愛
好
者
の
発

表
の
場
を
提
供
し
、
多
く
の
方
に

鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
次
の

と
お
り
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

会
　
期

　
１０
月
２３
日
（金）
〜
２５
日
（日）

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

作
品
搬
入

　
１０
月
２１
日
（水）

　
９
時
〜
１５
時
（
持
参
に
限
る
）

応
募
資
格

宿
毛
市
在
住
ま
た
は
出
身
者
で
、

搬
入
当
日
満
６０
歳
以
上
の
方

出
品
料

　
無
　
料

出
品
部
門

工
芸
、絵
画（
日
本
画
、洋
画
等
）、

書
道
、
写
真
、
俳
句
・
短
歌
・

川
柳

主
　
　
催

宿
毛
市
教
育
委
員
会
・
宿
毛
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
宿
毛
市

文
化
協
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館

　
蕁
６
３
―

２
６
１
８

「
歴
史
館
パ
ス
ポ
ー
ト
」

の
お
知
ら
せ

　
市
内
各
小
学
校
の
協
力
に
よ
り

「
歴
史
館
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
全
児
童

に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
歴
史
館
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を

持
参
し
た
市
内
小
学
校
に
通
う
児

童
と
引
率
す
る
保
護
者
は
、
無
料

で
歴
史
館
に
何
回
で
も
入
館
で
き

ま
す
。

　
夏
休
み
の
宿
題
や
郷
土
を
知
る
き

っ
か
け
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
宿
毛
の
歴
史
図
書
コ
ー
ナ
ー
も

充
実
し
て
い
ま
す
。

開
　
館

　
８
時
３０
分
〜
１７
時

休
　
館

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開

館
し
て
翌
日
休
館
）・
年
末
年
始

※
「
歴
史
館
パ
ス
ポ
ー
ト
」
は
市
内

中
学
校
に
通
う
生
徒
も
対
象
に

な
り
ま
す
。
歴
史
館
で
開
館
時

に
発
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
歴
史
館

　
蕁
６
３
―

５
４
９
６

■
か
ぶ
と
三
十
郎
　
明
日
に
向
か

っ
て
飛
べ
の
巻宮

西
達
也
　
作
・
絵

教
育
画
劇

■
ブ
ン
ブ
ン
ガ
タ
ガ
タ
ド
ン
ド
ン

ド
ン

た
ば
た
せ
い
い
ち
　
さ
く

か
ん
ざ
わ
と
し
こ
　
さ
く

の
ら
書
店

■
む
し
む
し
で
ん
し
ゃ

西
村
繁
男
　
絵
／
内
田
麟
太
郎
　
文

童
心
社

■
あ
め
　
じ
ょ
あ
じ
ょ
あ

田
島
征
三
　
絵
／
イ
ミ
エ
　
文

光
村
教
育
図
書

■
は
じ
め
て
の
手
作
り
食
品
１
０
０

〜
安
心
で
お
い
し
い
！
〜

黒
田
民
子
　
著
／
主
婦
の
友
社
　
編

主
婦
の
友
社

■
裁
判
員
の
教
科
書橋

爪
大
三
郎
　
著

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

■
太
宰
治

〜
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
〜

平
凡
社

■
お
む
つ
な
し
育
児

〜
あ
な
た
に
も
で
き
る
赤
ち
ゃ
ん

と
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
〜

ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
グ
ロ
ス
ロ
ー
　
著

和
田
知
代
　
訳

柏
書
房

（
内
容
紹
介
は
、㈱
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
よ
り
）

■
ふ
し
ぎ
な
し
ろ
ね
ず
み

〜
韓
国
の
む
か
し
ば
な
し
〜

ユ
ン
ミ
ス
ク
　
絵

チ
ャ
ン
チ
ョ
ル
ム
ン
　
文

岩
波
書
店

　
昼
寝
を
し
て
い
る
お
じ
い
さ
ん

の
息
づ
か
い
と
と
も
に
、
鼻
の
穴

を
出
た
り
入
っ
た
り
す
る
し
ろ
ね

ず
み
。
そ
の
し
ろ
ね
ず
み
が
、
お

じ
い
さ
ん
の
か
ら
だ
を
抜
け
だ
し
て
、

雨
の
な
か
を
あ
そ
び
に
で
か
け
る

の
で
す
が
…
。
韓
国
に
伝
わ
る
昔

話
を
も
と
に
し
た
絵
本
。　

　
情
報
収
集
の
仕
方
、
履
歴
書
・

職
務
経
歴
書
の
書
き
方
、
自
己
Ｐ

Ｒ
の
仕
方
、
面
接
時
の
服
装
、
電

話
の
か
け
方
な
ど
、
転
職
に
必
要

な
知
識
を
て
い
ね
い
に
解
説
。
気

に
な
る
け
れ
ど
、
な
か
な
か
わ
か

ら
な
い
様
々
な
疑
問
に
答
え
ま
す
。

■
は
じ
め
て
の
転
職

■
１
０
０
問
１
０
０
答梅

田
幸
子
　
著

明
日
香
出
版
社

問い合わせ先

中央公民館 蕁63－2618
宿毛歴史館 蕁63－5496
坂本図書館 蕁63－2654

文教センター
だより

歴史と文化の情報発信　みんなのふれあいスポット
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大藤島

桐島

宿毛湾港

蜻愛南

藻津

テントサイト

脇本

宇須々木
咸陽小

宿 毛 湾

愛
南
町

宿
毛
市

宿毛市街蜷

入
り
江

ぷ
れ
ー
ら
ー
ん
科
学
塾

２
０
０
９

　
子
ど
も
達
の
『
な
ぜ
』『
ど
う
し

て
』
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
科
学

の
不
思
議
さ
や
楽
し
さ
を
体
験
し
、

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

次
の
と
お
り
開
催（
内
容
変
更
あ
り
）

し
ま
す
。

　
ふ
る
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

日
　
時

　
８
月
２３
日
（日）

　
午
前
の
部
・
１０
時
〜
１２
時

　
午
後
の
部
・
１３
時
〜
１５
時

び
っ
く
り
体
験

・
電
気
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
！

　
　
電
気
の
作
り
方
は
？

・
低
温
の
科
学

よ
う
こ
そ
マ
イ
ナ
ス
１
９
６

℃
の
世
界
へ

・
静
電
気
の
不
思
議
体
験

・
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
体
験

Ｗ
ｉ
ｉ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

体
験

・
二
足
歩
行
・
ラ
リ
ー
・
ヘ
ビ
型

　
ロ
ボ
ッ
ト
操
縦
体
験

・
マ
イ
コ
ン
カ
ー
展
示

・
電
気
自
動
車
の
科
学

　
　
エ
コ
デ
ン
カ
ー

　
　
（
試
乗
可
・
無
料
）

・
ミ
ニ
消
防
車

　
　
（
試
乗
可
・
無
料
）

い
ろ
い
ろ
つ
く
ろ
う

・
サ
イ
ダ
ー
を
つ
く
ろ
う

・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
づ
く
り

・
絶
対
焦
げ
な
い
ケ
ー
キ
づ
く
り

・
ム
ニ
ュ
ム
ニ
ュ
星
人
を
作
ろ
う

ぶ
ん
き
ょ
う
屋
台
村

・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

・
か
き
氷

・
た
こ
や
き

・
バ
ラ
寿
司

　
　
１
品
　
１
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館

　
蕁
６
３
―

２
６
１
８

お
と
う
し
ま

　
　
〜
そ
の
5
　
大
藤
島
〜

　
宿
毛
湾
に
あ
る
無
人
島
の
中
で

２
番
目
（
一
番
は
姫
島
）
に
大
き

な
島
が
藻
津
の
沖
に
あ
る
大
藤
島

で
す
。
直
線
距
離
に
し
て
約
５
０

０
ｍ
、
泳
い
で
行
け
な
い
距
離
で

は
な
い
で
す
が
、
船
の
往
来
も
あ

る
の
で
止
め
と
い
た
ほ
う
が
無
難

で
し
ょ
う
。
で
も
、
カ
ヌ
ー
な
ら

簡
単
に
渡
れ
ま
す
。
カ
ヌ
ー
で
無

人
島
に
上
陸
、
そ
し
て
サ
バ
イ
バ

ル
（
？
）
キ
ャ
ン
プ
、
そ
ん
な
ワ

ク
ワ
ク
体
験
が
で
き
る
の
が
大
藤

島
の
魅
力
で
す
。

　　
以
前
、
県
の
「
子
供
の
夢
応
援

事
業
」
で
、
土
佐
山
村
小
学
校
の

無
人
島
キ
ャ
ン
プ
の
場
所
を
相
談

さ
れ
て
推
薦
し
た
の
も
大
藤
島
で

す
。

　
打
ち
合
わ
せ
の
段
階
で
は
、
姫

島
で
は
ど
う
か
、
と
い
う
話
も
出

た
の
で
す
が
、
正
真
正
銘
の
サ
バ

イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
、
小
学
生
に
は
過
酷
す
ぎ
る

と
い
う
判
断
で
、
大
藤
島
に
決
ま
っ

た
の
で
し
た
。

　
表
紙
の
花
は
浜
萓
草
（
ハ
マ
カ

ン
ゾ
ウ
）
で
す
。
海
岸
な
ど
に
群
生

し
、
夏
か
ら
初
秋
に
か
け
て
咲
く
花

で
、
大
藤
島
で
は
、
浜
辺
だ
け
で
な

く
、
崖
や
岩
場
な
ど
い
た
る
と
こ

ろ
で
咲
い
て
い
ま
す
。

　
島
の
北
側
の
、
キ
ャ
ン
プ
の
出
来

る
砂
浜
の
背
後
は
、
以
前
は
畑
で
、

井
戸
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
で
も

今
は
竹
に
似
た
ダ
ン
チ
ク
が
生
い

茂
り
、
藪
に
な
っ
て
い
ま
す
。
島
全

体
は
樫
な
ど
の
照
葉
樹
に
覆
わ
れ
、

か
つ
て
は
木
炭
の
原
材
料
と
し
て
、

関
西
方
面
に
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
大
き
な
入
り
江
が
あ
る
西
側
か
ら

南
側
に
回
り
込
む
と
、
そ
れ
ま
で
の

お
だ
や
か
な
島
の
表
情
が
ガ
ラ
リ

と
変
わ
り
ま
す
。
岩
ま
た
岩
の
連
続

で
、
高
い
崖
に
な
っ
て
い
ま
す
。
よ

く
見
る
と
そ
の
崖
の
上
に
白
い
も

の
が
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
ブ
イ
で

す
。
波
と
風
で
運
ば
れ
た
の
で
し
ょ

う
。
南
西
側
が
岩
だ
ら
け
な
の
が
納

得
で
き
る
光
景
で
す
。

　
こ
う
し
て
宿
毛
湾
を
カ
ヌ
ー
で
巡

る
度
に
思
う
の
は
、
以
前
シ
ー
カ
ヤ

ッ
ク
の
ツ
ア
ー
で
行
っ
た
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
（
Ｎ
Ｚ
）
の
エ
イ
ベ
ル
・

タ
ズ
マ
ン
国
立
公
園
の
こ
と
。
そ
こ

で
漕
い
で
る
時
に
目
に
す
る
景
色
が

あ
ま
り
に
も
宿
毛
湾
の
海
岸
線
に

よ
く
似
て
い
る
の
で
、
あ
ら
た
め

て
地
元
の
良
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
も
し
大
藤
島
が
Ｎ
Ｚ
に
あ
れ
ば
、

テ
ン
ト
サ
イ
ト
の
ほ
か
に
、
ロ
ッ

ジ
の
一
つ
や
二
つ
は
建
っ
て
、
色
々

な
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
い
る
は
ず

で
す
。
移
動
は
も
ち
ろ
ん
ウ
ォ
ー

タ
ー
タ
ク
シ
ー
。
渡
船
が
多
い
宿

毛
湾
で
も
応
用
で
き
、
ツ
ア
ー
の

可
能
性
を
広
げ
ま
す
。

　
世
界
中
か
ら
旅
行
者
が
集
ま
り
、

エ
コ
ツ
ア
ー
の
メ
ッ
カ
に
な
っ
て

い
る
Ｎ
Ｚ
、
そ
れ
に
負
け
な
い
く

ら
い
の
場
所
を
持
つ
宿
毛
湾
沿
岸

や
宿
毛
市
、
そ
し
て
幡
多
地
域
。
こ

の
地
元
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を

日
本
、
い
や
世
界
中
に
情
報
発
信

し
て
い
け
れ
ば
良
い
な
と
思
っ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

（
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー

世
話
人
　
清
家
敬
太
郎
）



⑱

　
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
に
は
体
調
管
理
を
万

全
に
し
て
四
季
折
々
の
一
つ
暑
さ

に
負
け
な
い
で
爽
快
な
秋
を
迎
え

て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

　
６
月
の
ヤ
マ
モ
モ
の
季
節
。
知

人
か
ら
小
粒
の
ヤ
マ
モ
モ
を
沢
山

い
た
だ
き
、
妻
は
ヤ
マ
モ
モ
ジ
ャ

ム
作
り
に
挑
戦
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

同
級
生
か
ら
今
度
は
大
粒
の
ヤ
マ

モ
モ
を
い
た
だ
き
、
翌
日
た
ま
た

ま
公
式
行
事
の
な
い
日
曜
日
に
返

礼
の
電
話
を
し
た
と
こ
ろ
、「
今
か

ら
ヤ
マ
モ
モ
狩
り
に
行
こ
う
」
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
行
き
ま
す
と
、

私
の
生
ま
れ
在
所
の
昔
段
々
畑
で

あ
っ
た
所
を
開
墾
し
直
し
て
友
人

（
幼
な
じ
み
）
が
数
年
前
か
ら
大
粒

の
ヤ
マ
モ
モ
の
木
を
育
て
上
げ
、
見

事
な
ま
で
に
実
が
た
わ
わ
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
大
粒
の
ヤ
マ
モ
モ

は
テ
レ
ビ
等
で
紹
介
さ
れ
箱
詰
め

に
さ
れ
高
価
で
売
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
全
て
他
所
事
と
思
っ
て
い
た

も
の
が
、
宿
毛
の
し
か
も
生
ま
れ

在
所
の
一
番
近
い
所
に
そ
れ
も
馴

染
み
の
友
人
が
栽
培
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
に
二
重
に
驚
き
感
心
し

た
こ
と
で
し
た
。
食
べ
る
と
口
い

っ
ぱ
い
の
大
き
さ
に
大
甘
で
大
満

足
の
時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
宿
毛
の
観
光
に
十
分
活

用
で
き
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
、
宿

毛
を
改
め
て
認
識
し
た
こ
と
で
友

人
に
は
感
謝
感
謝
で
し
た
。

　
さ
て
、
６
月
議
会
で
は
学
校
再

編
や
公
共
交
通
等
色
々
な
質
問
を

受
け
、
尽
き
る
こ
と
の
無
い
課
題

も
浮
き
彫
り
に
し
て
い
た
だ
き
、
取

り
組
み
解
決
も
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ぞ
と
決
意
も
新
た
に

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
少
し
だ
け
コ

メ
ン
ト
し
て
み
ま
す
と
、
学
校
再

編
に
つ
い
て
は
生
徒
の
少
人
数
化

と
老
朽
校
舎
の
建
て
替
え
等
の
課

題
に
対
応
す
る
も
の
で
す
が
、
計

画
を
樹
て
て
は
い
ま
す
が
、
地
域

の
実
状
や
思
惑
等
色
々
な
御
意
見

を
こ
れ
か
ら
も
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
一
方
的
な
見
方

で
は
な
く
多
面
的
な
検
討
は
し
た

つ
も
り
で
も
様
々
な
御
意
見
が
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
議
会
で
も

議
論
も
い
た
だ
き
、
ま
た
、
普
段

の
市
民
の
御
意
見
と
し
て
も
拝
聴

し
て
将
来
に
誤
り
の
な
い
よ
う
に

し
て
い
く
つ
も
り
で
い
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
、
現

在
、
原
案
づ
く
り
に
皆
様
の
意
見

を
聴
く
協
議
会
立
ち
上
げ
の
準
備

会
が
２
回
程
開
催
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。
平
成
１３
年
に
は
コ
ン
サ
ル

に
頼
ん
で
計
画
書
だ
け
は
出
来
上

が
っ
て
い
ま
し
た
が
実
行
に
何
も

移
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
計

画
書
づ
く
り
の
活
性
化
事
業
で
は

何
に
も
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
実
行

で
き
る
計
画
づ
く
り
に
し
た
い
と

思
っ
て
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　
地
域
公
共
交
通
の
件
で
す
が
、
鉄

道
が
あ
り
、
バ
ス
が
あ
り
ま
す
が

乗
客
は
特
に
バ
ス
は
空
車
で
走
っ

て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
公

共
交
通
で
す
か
ら
鉄
道
に
合
わ
せ

て
バ
ス
も
走
ら
せ
て
く
れ
て
い
る

も
の
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
ま
し

た
が
、
宿
毛
駅
に
至
る
バ
ス
は
ほ

と
ん
ど
が
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
先
日
、
幡
多
地
域
の
公
共
交

通
協
議
会
に
出
席
し
た
折
、
試
験

的
取
り
組
み
の
事
業
計
画
を
示
さ

れ
、
無
駄
が
非
常
に
多
い
と
指
摘

し
ま
し
た
が
、
こ
の
協
議
会
で
は

私
の
指
摘
は
無
視
さ
れ
た
形
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
基
本
に
立
ち
返

り
自
分
で
調
べ
た
結
果
、
宿
毛
駅

に
お
け
る
鉄
道
と
バ
ス
の
連
絡
が

全
然
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判

明
し
、
こ
の
改
善
を
求
め
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
の
２１
年
度
補
正
予
算

で
地
域
活
性
化
臨
時
交
付
金
２
億

４
千
万
円
余
が
使
え
る
こ
と
と
な

り
、
ど
う
い
う
も
の
に
使
っ
て
い

く
か
を
議
会
最
終
日
に
よ
う
や
く

原
案
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

普
段
や
り
た
く
て
で
き
な
か
っ
た

こ
と
、
緊
急
性
の
あ
る
も
の
、
市

民
の
安
全
に
関
わ
る
も
の
等
を
基

本
に
市
役
所
各
課
か
ら
出
さ
せ
た

も
の
を
精
査
し
た
結
果
、
３０
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
計
画
を
樹
て
、

諸
手
続
き
を
経
て
、
最
終
的
に
は

予
算
化
し
て
議
会
の
承
認
を
得
て

早
期
に
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
今
回
の
議
会
で
は
新
た
な

提
案
と
し
て
高
齢
化
社
会
に
向
け

て
、
宿
毛
市
に
お
い
て
も
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。
総
人
口
に
占
め
る
高
齢

者
の
割
合
は
確
実
に
高
く
な
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
高
齢
者

が
働
く
こ
と
で
健
康
を
維
持
し
、
所

得
も
一
定
確
保
し
て
い
く
と
い
う

も
の
で
、
仕
事
を
公
共
的
な
も
の
、

半
公
共
的
な
も
の
を
用
意
す
る
こ

と
、
ま
た
、
地
域
が
共
同
で
、
生

産
性
の
あ
る
も
の
に
取
り
組
ん
で

行
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
皆

で
永
年
の
経
験
を
活
か
し
、
知
恵

出
し
一
ト
工
夫
を
し
て
い
け
ば
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
確
立
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
他
に
市
民
や
市
外
の
方
々
へ
の

情
報
公
開
や
情
報
提
供
の
や
り
方

に
つ
い
て
も
建
設
的
な
提
案
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
声
に

真
摯
に
耳
を
傾
け
、
よ
り
よ
い
宿

毛
市
づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

　
今
一
つ
。
空
梅
雨
転
じ
て
、
九

州
地
方
、
中
国
・
瀬
戸
内
で
も
大

雨
の
様
子
が
テ
レ
ビ
に
映
っ
て
い

ま
し
た
。
直
前
ま
で
の
取
水
制
限

が
緩
和
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
こ
こ

で
マ
ス
コ
ミ
に
や
め
て
も
ら
い
た

い
こ
と
が
一
つ
。
渇
水
期
に
な
る

と
必
ず
放
映
さ
れ
る
早
明
浦
ダ
ム

の
旧
大
川
村
庁
舎
。「
い
い
か
げ
ん

に
し
ろ
」
と
言
い
た
い
。
こ
の
ダ

ム
を
造
る
た
め
に
先
祖
代
々
住
み

な
れ
、
守
っ
て
き
た
土
地
を
捨
て
、

移
住
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
住
民

の
気
持
ち
を
思
い
量
っ
た
こ
と
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
渇
水
期
の
象

徴
の
よ
う
に
映
し
出
さ
れ
る
度
、
元

そ
こ
に
住
ん
で
い
た
方
々
の
思
い

は
複
雑
で
あ
ろ
う
と
思
う
訳
で
す
。

利
水
の
た
め
、
治
水
の
た
め
の
水

瓶
は
必
要
で
あ
り
、
ダ
ム
が
で
き

て
い
ま
す
。
当
市
に
も
四
万
十
市

と
の
境
に
横
瀬
川
ダ
ム
建
設
が
本

格
化
し
ま
す
。
こ
の
ダ
ム
の
た
め
、

当
市
一
生
原
に
住
ん
で
い
た
人
達

が
先
祖
伝
来
住
ん
で
い
た
地
を
離

れ
、
他
の
地
域
に
移
住
し
て
い
ま
す
。

土
地
と
の
お
別
れ
会
に
出
席
し
、

元
一
生
原
地
域
の
皆
様
の
話
を
聞

き
、
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
複

雑
な
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
で
し

た
。
こ
の
こ
と
は
以
前
に
も
雑
感

と
し
て
書
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
渇
水
期
の
早
明
浦
ダ
ム
の
放

映
を
見
る
度
マ
ス
コ
ミ
に
「
も
う

止
め
ん
か
い
」
と
言
い
た
い
気
持

ち
で
一
杯
で
す
。
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救
命
講
習
を
受
け
ま
せ
ん
か
？

　
現
在
、
救
急
車
が
要
請
を
受
け

て
か
ら
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に

か
か
る
時
間
は
、
全
国
平
均
で
７

分
で
す
。
救
急
車
が
到
着
す
る
ま

で
の
間
、
周
囲
の
人
の
応
急
手
当

が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
　

　
例
え
ば
、
人
間
は
全
体
の
血
液

量（
お
お
む
ね
体
重
の
一
割
弱
）の

三
分
の
一
が
失
わ
れ
る
と
、
生
命

に
危
険
が
及
び
ま
す
。
傷
口
か
ら

の
出
血
が
ひ
ど
い
場
合
は
、
傷
口

を
清
潔
な
タ
オ
ル
な
ど
で
強
く
押

さ
え
つ
け
る
と
、
出
血
を
減
少
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
、
負
傷
し
た
部

位
を
心
臓
よ
り
高
い
位
置
で
保
持

す
れ
ば
、
よ
り
効
果
的
で
す
。
ま

た
、
脱
臼
・
捻
挫
な
ど
の
場
合
は
、

時
間
と
と
も
に
悪
化
し
て
く
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
負
傷
し
た
部
位

は
な
る
べ
く
動
か
さ
な
い
よ
う
に

し
、
患
部
を
冷
や
す
と
、
腫
れ
が

ひ
ど
く
な
る
の
を
防
げ
ま
す
。

　
応
急
手
当
は
あ
く
ま
で
救
急
車

が
到
着
す
る
ま
で
の
も
の
で
す
が
、

命
を
取
り
留
め
た
り
怪
我
の
治
り

を
早
く
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
熱
中
症
や
水
難
事
故
で
意
識
を

失
っ
て
い
る
場
合
は
、
心
肺
蘇
生

法
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

心
肺
蘇
生
法
は
、
消
防
署
で
正
し

い
方
法
を
学
ぶ
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
宿
毛
消
防
署
で
は
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を

含
む
、
心
肺
蘇
生
や
怪
我
の
手
当

の
方
法
を
習
得
し
て
も
ら
う
た
め
、

応
急
手
当
の
講
習
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
震
災
や
風
水
害
等
で
、
同
時
に

多
数
の
傷
病
者
が
発
生
し
た
と
き

は
、
救
急
車
を
期
待
す
る
こ
と
は

困
難
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

と
き
の
た
め
に
も
救
命
講
習
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
お
知
ら
せ

　
高
知
県
で
は
、
平
成
２３
年
６
月

１
日
か
ら
全
て
の
住
宅
に
『
住
宅

用
火
災
警
報
器
』
の
設
置
が
義
務

づ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
設
置
す

る
場
所
は
「
寝
室
・
２
階
に
寝
室

の
あ
る
場
合
は
２
階
の
階
段
天
井

部
分
」
で
す
。
一
般
の
家
電
量
販

店
等
で
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
早
め
の
設
置
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
ま
た
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
薑
６
３
｜

３
１
１
１

　
薨
６
３
｜

３
３
９
６

○
寡
婦
年
金

　
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険

料
を
納
め
た
期
間
（
免
除
期
間
を

含
む
）
が
２５
年
以
上
あ
る
夫
が
、

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
な
く

死
亡
し
た
場
合
に
、
１０
年
以
上
婚

姻
関
係
が
あ
っ
た
妻
に
、
６０
歳
か

ら
６５
歳
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
年

金
額
は
、
夫
が
受
け
る
こ
と
が
で

き
た
老
齢
基
礎
年
金
の
４
分
の
３

で
す
。

　
た
だ
し
、
死
亡
し
た
夫
が
、
障

害
基
礎
年
金
の
受
給
権
を
も
っ
て

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
妻
が
繰

り
上
げ
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
死
亡
一
時
金

　
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
、
保

険
料
を
３
年
以
上
（
一
部
納
付
を

し
た
期
間
の
月
数
は
、
一
部
納
付

の
割
合
に
よ
っ
て
計
算
）
納
め
た

方
が
、
基
礎
年
金
を
受
け
ず
に
死

亡
し
た
場
合
に
、
遺
族
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
一
時
金
の
額
は
、
保
険

料
を
納
め
た
月
数
に
応
じ
て
決
定

し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
遺
族
が
寡
婦
年
金
、
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
る
場
合
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
付
加
保
険
料
を
３
年
以
上
納
め

て
い
た
場
合
に
は
、
８
、５
０
０

円
加
算
さ
れ
ま
す
。

○
付
加
年
金

　
定
額
の
保
険
料
に
、
付
加
保
険

料
月
額
４
０
０
円
を
上
乗
せ
し
て

納
め
る
と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

《
付
加
年
金
年
額
》

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付

月
数

※
た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
を
受

け
ら
れ
て
い
る
方
、
国
民
年
金

基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
付

加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

幡
多
事
務
所
に
よ
る

今
月
の
年
金
相
談

日
　
　
時

　
８
月
１８
日
（火）

　
１０
時
〜
１５
時

　
（
昼
休
み
を
除
く
）

場
　
　
所

　
宿
毛
市
役
所

受
　
　
付

　
市
民
課
年
金
係

受
付
時
間

　
８
時
３０
分
〜

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
年
金
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
年
金
相
談
に
必
要
な
も
の

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
、
定
期
便

の
相
談
で
あ
れ
ば
送
ら
れ
て
き
た

書
類
一
式
、
認
め
印
、
代
理
の
場

合
は
委
任
状
（
家
族
で
あ
っ
て
も

必
要
で
す
）
と
代
理
人
の
本
人
確

認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
等
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課
年
金
係
　

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

消
え
る
ま
で
　
ゆ
っ
く
り
火
の
元
　
に
ら
め
っ
子

国
民
年
金
に
は
独
自
給
付
が
あ
り
ま
す



⑳

9月

10月

11月

金婚夫婦祝福式典

高知県高等学校男女ソフトボール
夏季大会（宿毛大会）

敬老の日祝賀式典

宿毛市・大月町中学校陸上大会

飛鳥Ⅱ入港

第45回 宿毛市展

市民祭すくも祭り

宿毛市小学校陸上大会

第14回 オールドパワー文化展・
　女のまつり

沖の島アドベンチャーラン

飛鳥Ⅱ入港

大相撲宿毛場所

ミュージカル龍馬

高知県戦没者追悼式

宿毛市子ども会ソフトボール大会

第26回川柳大会

宿毛市秋のクリーンデー

宝くじまちの音楽祭（南こうせつ・
ウーファンジョイント・コンサート）

ぱしふぃっくびぃなす入港

1日（火）

5日（土）～
6日（日）

21日（月）

29日(火）

8日（木）

9日（金）～
13日（火）

10日(土）～
12日（月）

20日（火）

23日（金）～
25日（日）

25日（日）

26日（月）

29日（木）

30日（金）

1日（日）

8日（日）

12日（木）

13日（金）

11月

12月

1月

2月

3月

宿毛市戦没者追悼式

ストーリーテリング講座

寒蘭展示大会表彰式
　（総合運動公園）

第37回 俳句大会

宿毛市中学校音楽祭

宿毛市小学校音楽祭

へんろ道ウォーク

子ども陶芸教室

宿毛市長杯少年野球大会

ものづくり教室（門松・たこ）

一人芝居「天の魚」公演会

宿毛ＦＣ杯少年サッカー大会

宿毛市成人式

第21期 宿毛市囲碁・将棋名人戦

第11回 芸能発表会

ひかり共同作業所企画展

梓　立　祭

宿毛花へんろマラソン

じゃんじゃんカップ
　少年サッカー大会

13日（金）

14日（土）

15日（日）

19日(木）

20日(金）

22日(日）

5日（土）～
6日（日）

12日（土）～
13日（日）

13日（日）・
25日（金）

16日（水）

26日（土）～27（日）

10日（日）

17日（日）

24日（日）

19日（金）～
21日（日）

7日（日）

21日（日）

27日（土）

開　催　日 行　　　　　　事 開　催　日 行　　　　　　事

※現時点での予定ですので、確定したものではありません。

南
こ
う
せ
つ
さ
ん
と
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
♪

宝
く
じ
　
ま
ち
の
音
楽
会

　
１１
月

１２
日
に
宝
く
じ

文
化
公
演
事
業
と
し
て

「
南
こ
う
せ
つ w

ith

 

ウ
ー

フ
ァ
ン
心
の
う
た
コ
ン
サ

ー
ト
」
を
宿
毛
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
の
中
で
、
南
こ
う
せ
つ
さ
ん
と
一
緒

に
歌
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
い
っ
し
ょ
に
歌
っ
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
家
族
や
仲
間
で
南
こ

う
せ
つ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
思
い
出
を
作
り
ま
せ
ん

か
。
事
前
に
練
習
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
な

た
で
も
大
丈
夫
で
す
。

　
な
お
、
チ
ケ
ッ
ト
等
の
販
売
や
内
容
に
つ
い
て
は
、

広
報
９
月
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

日
　
時

　
１１
月

１２
日

（木）

　
１８
時

３０
分
か
ら
行
わ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
の
２
部

コ
ー
ラ
ス
曲

　「
満
天
の
星
」
と
童
謡
「
故
郷
（
ふ
る
さ
と
）
」

募
集
人
員

約
８０
人
（
個
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
や
職
場
の
仲

間
、
サ
ー
ク
ル
で
の
応
募
も
可
。）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

応
募
方
法

　
電
話
等
で
左
記
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

 
生
涯
学
習
課
（
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
内
）

　
薑
６
３
―

３
３
９
４
　
薨
６
３
―

２
６
１
８

今後の主な行事予定（9月～3月）
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開催日 行　　　　事　　　　名 時　間 場　　　所 問い合わせ先

1（土）

2（日）

3（月）

5（水）

7（金）

8（土）

9（日）

10（月）

12（水）

13（木）

14（金）

15（土）

16（日）

18（火）

19（水）

21（金）

22（土）

23（日）

25（火）

27（木）

29（土）

30（日）

宿毛ミニバスケットボール大会2009（～2日）

親子ものづくり体験講座� 

第8回 ふれあいの丘フェスティバル

夏のアドベンチャーカヌー in 松田川

宿毛市人権教育研究大会� 

おやこ料理教室 

こども囲碁教室（～8月5日）

タッチラグビー体験会

宿毛市長杯少年サッカー大会 2009
（～9日）

宿毛サマーカップバスケットボール大会� 
（～9日）

第7回 宿毛遊遊サッカーフェスティバル� 
 〈高知大学サッカー部キャンプ（～15日）〉� 

育児相談

ふれあい保育（体験入園）
 ・水あそび（水着または着替えをご用意ください。）

香川大フットサル部キャンプ（～11日）�

第26回 納涼祭
  

夜間市税納付窓口開設日� 

母島花火大会

弘瀬花火大会

第2回 幡多地区陸上競技記録会

兵庫県立大学神戸キャンパス�  
　準硬式野球部キャンプ（～19日）

傘　　鉾�  

野菜祭り「ヤーサイ」�  

社会保険・年金出張相談� 

行政相談「定例相談日」
  

タッチラグビー体験会�  

豪華客船「ぱしふぃっくびいなす」入港� 

四国・九州アイランドリーグ公式戦
高知ＦＤ VS 愛媛ＭＰ

四国・九州アイランドリーグ公式戦 
高知ＦＤ VS 愛媛ＭＰ

第8回 本町ふれあい夜市 

第9回 幡多支部長杯（軟式野球）

平成21年度 幡多武道大会（柔道）

幡多地区球技大会（ミックスバレーボール）

休日市税納付窓口開設日� 

ぷれーらん科学塾 2009

心の健康相談�  

夜間市税納付窓口開設日� 

あやの杯バレーボール大会（～30日）

宿毛FC杯 少年サッカー夏季大会（～30日）

ひかり共同作業所支援
第19回 ふれあいチャリティーコンサート

総合運動公園　蕁66－1467

宿毛工業高等学校　蕁66－0346

総合運動公園　蕁66－1467

生涯学習課　蕁63－3394

保健介護課　蕁63－1113

中央公民館　蕁63－2618

総合運動公園　蕁66－1467

宿毛幼稚園　蕁63－2914

総合運動公園　蕁66－1467

宿毛育成園　蕁63－2806
宿毛授産園　蕁63－5651

税　務　課　蕁63－1115

母 島 区 長　蕁69－1662

弘 瀬 区 長　蕁69－1048

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

弘 瀬 区 長　蕁69－1048

黒 川 区 長　蕁66－0297

市　民　課　蕁63－1112

松 岡 陽 一　蕁66－0110
福 田 延 治　蕁67－1778

総合運動公園　蕁66－1467

企　画　課　蕁63－1118

総合運動公園　蕁66－1467

本町通り活性化クラブ　蕁63－3123

総合運動公園　蕁66－1467

税　務　課　蕁63－1115

中央公民館　蕁63－2618

税　務　課　蕁63－1115

総合運動公園　蕁66－1467

イシザキ宿毛音楽教室
蕁63－5047

宿毛市総合運動公園�

宿毛工業高等学校�

聖ヶ丘病院敷地内�

松田川親水公園�

宿毛市総合社会福祉センター�

宿毛文教センター�

宿毛文教センター�

宿毛市総合運動公園�

 

 

宿毛幼稚園

 

宿毛市総合運動公園�

宿毛育成園・
宿毛授産園園庭�

市役所　税務課�

母 島 港�

弘 瀬 港�

宿毛市総合運動公園�

宿毛市野球場
 

沖の島町弘瀬�

藤林寺（平田町戸内）�

宿毛文教センター会議室3�
宿毛市総合社会福祉センター�

宿毛湾港新港岸壁�

 

宿毛市野球場

愛媛銀行宿毛支店周辺�

宿毛市野球場�

宿毛市総合運動公園�

市役所　税務課�

宿毛文教センター�

幡多福祉保健所�

市役所　税務課�

宿毛市総合運動公園�

宿毛文教センター

9:00

9:00

11:00

9:00

9:30

10:00

10:00

19:00

12:00

9:00

9:00

9:00

10:00

18:00

17:30

20:00

21:00

16:00

18:30

19:00

10:00

13:00

19:00

8:00

14:00

14:00

17:00

8:00

9:00

9:00

9:00

10:00

13:30

17:30

9:00

18:30

市役所 第１会議室
（当日、市民課で受付）

ふれあいの丘フェスティバル実行委員会
蕁63－2146

平田公園多目的広場
（工業団地内）

平田公園多目的広場
（工業団地内）

7日

8・9日

29日
30日

幡多福祉保健所
蕁0880－34－5124

10：00
9：00

平成21年　８月宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表
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市 役 所 税 務 課 9：0 0 ～ 1 7：0 0
月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

8
※ お 昼 休 み も 納 付 で き ま す 。

23（日）

市 役 所 税 務 課
〃

17：30 ～ 19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

8
13（木）
27（木）

実 施 場 所 受 付 時 間日

2（水）

3（木）

4（金）

12：30～17：00

19：00～12：00

13：30～17：30

18：45～12：00

幡 多 け ん み ん 病 院

宿毛商銀信用組合宿毛支店

大 井 田 病 院

宿 毛 市 役 所

9月の日程

高知けいば

〈ホームページ〉 http://www.keiba.or.jp　〈i-mode〉 http://www.keiba.or.jp/i/

納
期
限

（月）
固 定 資 産 税 2期

国民健康保険税 2期

介 護 保 険 料 2期

後期高齢者医療保険料 2期

8
31
8
31

8月 8、9、10、21、23、28、29

4、5、12、13、18、19、26、279月

日　時　８月２６日（水）　９：３０～１１：００
場　所　高知県中村小動物管理センター
　　　　（四万十市古津賀３０９６－３４）
内　容
　・子犬を譲りたい人の受付　　　９：３０～１０：００
　・子犬を飼いたい人の受付　　１０：００～１０：１０
　・譲渡犬の決定　　　　　　　１０：１０～１０：２０
　　※希望者が重複する場合は抽選
　・飼いはじめ講習会　　　　　１０：２０～１１：００
　・子犬の譲り渡し　　　　　　１１：００～

【問い合わせ先】幡多福祉保健所　衛生環境課
　　　　　　　　蕁０８８０－３４－５１１９

【問い合わせ先】保健介護課　保健衛生係
　　　　　　　　蕁６３－１１１３

注意事項
・子犬を譲りたい方は…
　事前にご連絡ください。
　当日は必ず印鑑を持って子犬を連れてきてください。
・子犬を飼いたい方は…

当日は必ず印鑑と子犬を入れる箱を持ってきてく
ださい。

　市民の皆さんには献血にご理解とご協力をいただき、
まことにありがとうございます。
　献血された血液は、輸血用血液として、また血し
ょう製剤として多くの患者のために、使用されてい
ます。
　血液は、長期保存することもできませんし、人工
的につくることができないため、多くの人のご理解
とご協力をお願いします。

献血バスがやってきます！
ちゃん厚生労働省 献血キャラクター

　精神障害者家族「若草の会」では、会員同士が日
頃の思いや悩みを話すことで「自分だけじゃないんだ」
と思えたり、また生活のしづらさを分かり合えるよ
うな支え合いをしています。
　活動としては、精神障害者の方たちとともに、交
流会（食事会等）や社会参加を支えるため市内で開
催されるイベント等で販売活動に取り組んでいます。
　１人で悩まず、一緒に考えてみませんか？体験も
できます。気軽にご連絡ください。

※毎月第４木曜日には文教センターで食事会を開催
しています。お気軽にお立ち寄りください。

【問い合わせ先】「若草の会」事務局
　　　　　　　　（宿毛市保健介護課内）
　　　　　　　　担当：中村・笠井
　　　　　　　　蕁６３－１１１３

病気のことがもっと知りたい！どこに相談したらいい？
どんなかかわり方をしたらいい？　
どんなサービスが受けられる？
他の家族の方は、心配事や悩みをどう解決している？
１人で悩まず、一緒に解決していきましょう！！

子犬の譲渡会

「若草の会」の紹介
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９ 月 の 保 健 衛 生 事 業

【申し込み・問い合わせ先】
　保健介護課　蕁６３－１１１３

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

9（水）
16（水）

12：30～13：30
12：30～13：30

宿毛市総合社会福祉センター
〃

場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

3（木）
7（月）
17（木）
29（火）

19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30

宿 毛 文 教 セ ン タ ー
東部農村環境改善センター
西 町 公 会 堂
小筑紫基幹集落センター

母子保健

成人保健

犬の引取り

場 　 所 引 取 時 間日
11（金） 10：10～10：20宿 毛 市 役 所

●犬の引取りを希望される方は必ず事前にご連絡ください。
連絡がない場合は引取りができません。

場 　 所 受 付 時 間日

［胃がん検診］

5（土）
10（木）
11（金）

18：00～19：00
18：00～19：00
18：00～19：00

宿毛文教センター（予備日）
千 寿 園

〃

場 　 所 受 付 時 間日

［子宮がん検診］

8（火）
10：00～11：00
13：00～14：00

東部農村環境改善センター
幡 多 健 診 セ ン タ ー

日

5（土）

10（木）

15（火）

場 　 所 受 付 時 間

［胸部レントゲン・肺がん検診］

18：00～19：00
19：30～10：10
10：40～11：10
18：00～19：00
19：50～10：20
18：30～19：30
10：10～10：40

千 寿 園

（予備日）
（予備日）
（予備日）

宿毛文教センター
宿毛市総合社会福祉センター
宇 須 々 木 公 民 館

（予備日）高知県宿毛漁業指導所

（予備日）ポピンズアリタショッピングセンター
（予備日）幡多健診センター

健康相談はどこでも受けることができます。
●毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とし
た簡単な体操を実施しますので、健康手帳を持参してく
ださい。

場 　 所 実 施 時 間日

2（水）

3（木）
4（金）
7（月）
9（水）
14（月）
24（木）
25（金）

19：30～11：00
13：30～15：00
13：30～15：00
18：30～11：00
13：30～15：00
11：30～14：00
10：00～11：30
11：30～14：00
18：30～11：00

大 海 老 人 憩 い の 家
湊 集 会 所
大 島 公 民 館
旧 鵜 来 島 小 中 学 校
中 角 集 会 所
弘 瀬 老 人 憩 い の 家
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
沖の島開発総合センター
旧 鵜 来 島 小 中 学 校

［健康相談］

各種健診はどこでも受けることができます。
●平成21年度実施の健康診査等の申込みをされていない方は、
実施日までに早めに保健介護課まで申込みしてください。
●特定健康診査については、医療保険者発行の受診券が必
要です。持参してないと健診が受けられませんので注意
してください。

●生活機能評価は65歳以上の方が対象となります。介護予
防に関する生活機能チェックと簡単な体力測定を実施し
ています。

［特定健康診査］
場 　 所 受 付 時 間日

5（土）

10（木）

11（金）

15（火）

19：00～10：00
13：30～14：30
19：00～10：00
13：30～14：30
19：00～10：00
19：00～10：00
13：30～14：30

宿 毛 文 教 セ ン タ ー

千 寿 園

〃

幡多健診センター（予備日）

※各地区で受診できなかった方のた
めの予備日です。
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②
舌
が
正
し
く
動
い
て
、
食
物
を

の
ど
へ
送
る
。

③
だ
液
が
よ
く
出
る
。

④
し
っ
か
り
噛
め
る
。

　
　

　
健
口
体
操
や
舌
の
体
操
を
す
る

こ
と
で
、
口
を
閉
じ
る
力
や
舌
の
力
、

頬
の
筋
肉
を
鍛
え
、
食
物
を
飲
み

込
み
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
だ

液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
こ
と
で
、

口
の
渇
き
を
や
わ
ら
げ
た
り
、
食

物
の
飲
み
込
み
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
、
自
分
の
歯
で
楽

し
く
食
事
が
で
き
る
よ
う
、
お
口

の
体
操
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
お
口
は
健
康
で
す
か

①
半
年
前
に
比
べ
て
固
い
も
の
が

食
べ
に
く
く
な
り
ま
し
た
か
。

②
お
茶
や
汁
物
で
む
せ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。

③
口
の
渇
き
が
気
に
な
り
ま
す
か
。

　
①
〜
③
の
項
目
の
う
ち
、
該
当

す
る
も
の
が
２
つ
以
上
あ
る
方
は
、

お
口
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に
大
切
な

こ
と

①
口
が
し
っ
か
り
閉
じ
る
。

応
募
の
流
れ

①
か
か
り
つ
け
や
お
近
く
の
歯
科

医
院
に
「
２０
本
以
上
自
分
の
歯

が
あ
る
」
こ
と
を
伝
え
、
受
診

の
予
約
を
す
る

②
募
集
期
間
中
に
歯
科
検
診
を
受

け
る
（
無
料
）

③
歯
科
検
診
の
結
果
が
高
知
県
健

康
づ
く
り
課
に
送
ら
れ
、
審
査

さ
れ
る

④
審
査
結
果
が
本
人
に
郵
送
さ
れ

る
（
１０
月
中
）

⑤
優
秀
に
選
ば
れ
た
方
の
表
彰
式

（
１１
月
初
旬
）
を
行
い
、
宿
毛
市

広
報
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
（
希
望
者
の
み
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
保
健
介
護
課
予
防
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
３

　
幡
多
福
祉
保
健
所

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

５
９
７
９

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

５
１
２
０

脳
血
管
疾
患
を
乗
り
越
え
日
本

一
周
離
島
巡
り
の
旅
を
続
け
る

小
川
清
さ
ん

　
静
岡
市
在
住
の
小
川
清
さ
ん（
６５

歳
）
が
６
月
２０
日
・
２１
日
に
沖
の

島
・
鵜
来
島
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
小
川
さ
ん
は
２
０
０
２
年
に
脳

梗
塞
を
患
い
、
２
０
０
４
年
に
脳

内
出
血
で
２
ヵ
月
間
入
院
、
懸
命

の
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
り
歩
け
る
ま
で

に
回
復
し
、
そ
の
後
、
２
０
０
６

年
か
ら
日
本
一
周
離
島
め
ぐ
り
の

旅
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
伊
豆
諸
島
や
沖
縄
等
の
離
島
を

回
り
、
今
回
沖
の
島
が
１
６
７
、

鵜
来
島
が
１
６
８
島
目
と
な
り
、

島
民
と
触
れ
合
い
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　
健
診
会
場
に
て
、
健
口
体
操
に

つ
い
て
の
資
料
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
地
区
の
健
康
相
談
で

も
健
口
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
8
0
2
0
運
動
」
を
推
進
し
て
い

ま
す

　
「
８０
歳
で
２０
本
以
上
の
自
分
の
歯

を
持
ち
、
お
い
し
く
食
べ
て
健
康

に
！！
」
を
目
標
に
、
健
康
相
談
な

ど
で
お
口
の
健
康
に
関
す
る
講
話

や
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。

8
0
2
0
対
象
者
募
集

対
象
者

平
成
２１
年
１１
月
８
日
（
い
い
歯
の

日
）
に
８０
歳
以
上
に
な
る
県
民

募
集
期
間

平
成
２１
年
８
月
２１
日
（金）
〜
９
月

２４
日
（木）

は
ち
ま
る
に
い
ま
る

は
ち
ま
る
に
い
ま
る

〜
お
口
の
状
態
は
全
身
の
健
康
に
つ
な
が
り
ま
す
〜

今
日
か
ら
さ
っ
そ
く
介
護
予
防

①口を閉じたまま、ほお
をふくらましたりすぼ
めたりする

③舌を出して、上下、左
右に動かす

④口を閉じて、口の中で
舌を上下したり、ぐる
りと回したりする

②口を大きく開けて、舌
を出したり、引っ込め
たりする

《やってみよう！健口体操》
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